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美里町民体育祭
　

10
月
８
日
（
日
）
、
美
里
町
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
に
お
い
て
、
町
民
体
育
祭
（
町

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
体
協
11
支
部
の
代
表
者
が
集

い
、
支
部
の
勝
利
を
目
指
し
様
々
な
競

技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
。

大
会
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
青
空
の

下
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
大
玉
こ
ろ
が
し

や
ア
ツ
ア
ツ
カ
ッ
プ
ル
、
ミ
サ
ト
サ
バ

イ
バ
ル
や
支
部
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
、
老

若
男
女
が
参
加
し
、
勝
利
を
目
指
し
て

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
前
日
ま
で
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
球
技
大
会
の
部
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
各
大
会
の
結
果
は

左
記
の
通
り
で
す
。

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
部

　

優
勝　
　

三
渓
支
部

　

準
優
勝　

都
原
支
部

　

３
位　
　

南
部
支
部

町
民
球
技
大
会
の
部

　

優
勝　
　

釈
迦
院
川
支
部

　

準
優
勝　

都
原
支
部

　

第
３
位　

南
部
支
部

体
育
功
労
者
表
彰

　

宮
本　

昭
男
（
土
喰
）

　

福
田　

博
之
（
椿
）

体
育
功
績
者
表
彰

　

右
田　

汐
里
（
中
郡
）

　

山
田　

開　

  

（
古
閑
）

　

立
道　

風
香
（
涌
井
）

　

平
川　

創
大
（
馬
場
）

　

勇
川　

陽
聖
（
馬
場
）

　

藤
田
さ
や
か
（
堅
志
田
）

　

樫
山
沙
也
叶
（
永
富
）

ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

　

美
里
町ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
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85 億 9,658 万 7 千円

　

歳
入
全
体
で
は
前
年
度
よ
り
18

億
５
千
５
６
７
万
５
千
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。 

　

主
な
増
加
の
理
由
は
、
熊
本
地

震
・
豪
雨
災
害
関
連
の
国
・
県
支

出
金
、
地
方
債
の
災
害
対
策
債
や

災
害
復
旧
事
業
債
、
災
害
等
の
特

殊
事
情
等
に
対
す
る
特
別
交
付
税

の
増
額
と
財
政
調
整
基
金
の
繰
入

金
が
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
減
少
し
た
主
な
も
の
と

し
て
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
合

併
算
定
替
の
縮
減
期
間
に
入
っ
て

い
る
普
通
交
付
税
や
地
方
債
の
臨

時
財
政
対
策
債
が
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
の
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町

税
は
、
災
害
減
免
の
適
用
等
に
よ

り
前
年
度
か
ら
減
額
と
な
り
ま
し

た
が
、
町
有
地
を
誘
致
企
業
の
工

場
用
地
と
し
て
売
却
し
た
財
産
収

入
や
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
に
よ
り
生
じ
た
繰
入
金
は
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
依
存
財
源
で

は
、
国
・
県
支
出
金
は
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
や
公
立
学
校

施
設
災
害
復
旧
費
、
農
用
地
等
災

害
復
旧
費
に
対
す
る
国
・
県
支
出

金
の
負
担
金
や
災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の

交
付
に
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い

ま
す
。
地
方
債
も
災
害
対
策
債
や

災
害
復
旧
事
業
債
の
借
入
に
よ
り

増
加
し
、
近
年
、
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
地
方
債
残
高
は
増
加
に
転
じ
て

い
ま
す
。

歳　入

90 億 8,265 万 9 千円

（構成比）

国庫支出金

15 億 59 万 6 千円（16.5％）

● 依存財源（76.7％）
依存財源とは、地方交付税、国・

県支出金など、国や県の意思決

定に基づき収入されるもの。

● 自主財源（23.3％）
自主財源とは町税、分担金及び

負担金、使用料及び手数料など、

自治体が自らの権能に基づいて

自主的に収入するもの。

町税

8 億 3,948 万 1 千円（9.2％）

その他

6 億 141 万 6 千円（6.6％）
・繰越金
　3 億 5,162 万 4 千円（3.9％）

・諸収入
　1 億 2,545 万 4 千円（1.4％）

・財産収入
　9,513 万 1 千円（1.0％）

・寄附金
　2,920 万 7 千円（０.3％）

地方交付税

33 億 3,456 万 7 千円

（36.7％）

県支出金

7 億 6,728 万 6 千円（8.5％）

町債

10 億 9,393 万円（12.1％）

地方譲与税など

2 億 6,648 万 4 千円（2.9％）
・地方譲与税
　7,631 万 7 千円（0.8％）

・利子割交付金
　63 万円（0.0％）

・配当割交付金
　145 万 8 千（0.0％）

・株式等譲渡所得割交付金
　106 万 5 千円（0.0％）

・地方消費税交付金
　1 億 7,062 万 9 千円（1.9％）

・自動車取得税交付金
　1,290 万 2 千円（0.2％）

・地方特例交付金
　246 万 1 千円（0.0％）

・交通安全対策特別交付金
　102 万 2 千円（0.0％）

分担金など

１億 3,150 万 6 千円（1.5％）
・分担金及び負担金
　5,072 万 2 千円（0.6％）

・使用料及び手数料
　8,078 万 4 千円（0.9％）

繰入金

5 億 4,739 万 3 千（6.0％）

�����������

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

町
の
家
計
簿

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
決
算
が
、
９
月
の

定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
90
億
８
千
２
６
５
万
９
千

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
25
・
７
％

の
増
、
歳
出
が
85
億
９
千
６
５
８

万
７
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

25
％
の
増
と
な
り
、
翌
年
度
繰

越
額
３
億
４
千
５
９
６
万
８
千

円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
額
は

１
億
４
千
１
０
万
４
千
円
で
し

た
。

　

平
成
28
年
度
の
財
政
状
況
は
、

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
や
豪
雨
災
害
関
連
の
支

出
額
が
大
き
く
、
な
か
で
も
災

害
復
旧
事
業
費
は
約
11
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
財
源
に

つ
い
て
は
国
・
県
支
出
金
、
地

方
債
を
活
用
し
ま
し
た
が
、
歳

出
全
体
の
財
源
不
足
を
補
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金

が
３
億
５
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
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住みよいまちづくりや

熊本地震・豪雨災害からの復旧復興に

人件費
10 億 8,474 万 8 千円

（12.6％）

扶助費
6 億 6,078 万 5 千円

（7.7％）

公債費
7 億 6,511 万 3 千円

（8.9％）

普通建設事業費

8 億 7,974 万 2 千円

（10.2％）

災害復旧事業費
11 億 2,148 万 5 千円

（13.1％）

物件費
13 億 5,429 万 1 千円

（15.8％）

維持補修費
2,879 万 9 千円

（0.3％）

繰出金
11 億 2,724 万 1 千円

（13.1％）

積立金
3 億 927 万 8 千円

（3.6％）

貸付金
28 万 8 千円

（0.0％）

補助費等
12 億 6,481 万 7 千円

（14.7％）

投資及び出資金・予備費

0 円（0.0％）

性質別歳出構成比 目的別歳出構成比

歳　出

85 億 9,658 万 7 千円

（構成比）

議会費
8,205 万 7 千円

（1.0％）

総務費
12 億 2,467 万 5 千円

（14.2％）

民生費
20 億 3,277 万 8 千円

（23.6％）

衛生費
12 億 720 万 3 千円

（14.0％）
農林水産業費
5 億 1,432 万 7 千円

（6.0％）

商工費
1 億 781 万 5 千円

（1.3％）

土木費
6 億 8,623 万 6 千円

（8.0％）

消防費
2 億 7,645 万 4 千円

（3.2％）

教育費
6 億 2,765 万 3 千円

（7.3％）

災害復旧費
10 億 7,234 万 7 千円

（12.5％）

公債費
7 億 6,504 万 2 千円

（8.9％）

諸支出金
0 円（0.0％）

義務的経費
（29.2％）

投資的経費
（23.3％）

その他経費
（47.5％）

�����������

　

歳
出
全
体
で
は
、
前
年
度
よ
り
17
億
２

千
１
２
２
万
７
千
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
増
加
の
理
由
は
、
熊
本
地
震
・
豪

雨
災
害
の
影
響
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
や

農
用
地
施
設
、
公
共
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
費
や
震
災
家
屋
解
体
撤
去
及
び
処
分
、

被
災
し
た
農
家
の
農
産
物
の
生
産
・
加
工

に
必
要
な
施
設
の
復
旧
及
び
施
設
の
撤
去

の
支
援
の
た
め
の
被
災
者
向
け
経
営
体
育

成
支
援
事
業
、
被
災
住
宅
応
急
修
理
事
業

等
の
応
急
復
旧
に
要
し
た
支
出
が
主
な
原

因
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
減
少
し
た
主
な
も
の
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
に
対
す
る
介
護
基

盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業
補
助
金
、
下

中
郡
地
区
水
道
水
質
改
善
工
事
補
助
金
、

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
施
設
内
の

ロ
ン
グ
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
整
備
事
業
、
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
外
部
改
修
工
事
等
の
事

業
完
了
に
よ
る
も
の
が
主
な
原
因
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
度
と
比
較
し
て
大
き
く
変

動
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
費
（
１
億
３
千
８
３
０
万
４
千
円
増
）

　

今
後
、
イ
ン
フ
ラ
資
産
更
新
経
費
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
た
め
、
公
共
施

設
整
備
基
金
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

○
民
生
費
（
１
億
５
千
９
８
１
万
６
千
円
増
）

　

熊
本
地
震
・
豪
雨
災
害
の
災
害
救
助
法

適
用
に
伴
う
被
災
住
宅
応
急
修
理
事
業
や

施
設
型
給
付
費
等
負
担
金
が
増
加
し
ま
し

た
。

○
災
害
復
旧
費
（
８
億
８
千
９
７
６
万
６
千
円
増
）

　

熊
本
地
震
・
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
町
道
、
河
川
等
の
公
共
土
木
施
設

や
林
道
、
農
用
地
等
の
農
林
施
設
災
害
復

旧
事
業
が
増
加
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
…
地
方

公
共
団
体
が
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
や
、
特
定
の
歳
入
を

も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充
て
一

般
の
歳
入
歳
出
と
区
分
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

条
例
で
個
別
の
会
計
を
設
置
し

て
特
別
の
経
理
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
を
特
別
会
計
と
い

う
。

国
・
県
支
出
金
…
国
や
県
が
市

町
村
の
特
定
事
業
に
対
し
交
付

す
る
補
助
金
や
負
担
金
な
ど
。

地
方
交
付
税
…
全
国
の
地
方
自

治
体
の
財
政
的
な
不
均
衡
を
調

整
し
て
、
ど
の
地
域
に
住
ん
で

い
る
人
に
も
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
基
本
的
な
社
会
資

本
整
備
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
国
税
の
一
部
（
所
得
税
な

ど
）
を
地
方
自
治
体
に
配
分
さ

れ
る
も
の
。

地
方
譲
与
税
…
自
動
車
重
量
譲

与
税
や
地
方
揮
発
油
譲
与
税
な

ど
国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
た

後
、
県
や
市
町
村
に
全
額
ま
た

は
一
定
割
合
を
一
定
の
基
準
に

基
づ
い
て
譲
与
さ
れ
る
お
金
。

地
方
債
（
町
債
）
…
大
型
事
業

な
ど
を
行
う
場
合
に
国
や
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
。

繰
入
金
…
一
般
会
計
、
特
別
会

計
お
よ
び
基
金
の
間
で
、
相
互

に
資
金
運
用
を
す
る
も
の
。

人
件
費
…
職
員
の
給
与
や
議
会

議
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

扶
助
費
…
児
童
福
祉
法
な
ど
の

法
令
に
基
づ
い
た
児
童
手
当
な

ど
の
支
給
や
、
町
が
単
独
で
行

う
各
種
扶
助
の
た
め
の
経
費
。

公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
た
借
金
を
返
済
す
る

経
費
。

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、
橋

り
ょ
う
、
学
校
、
庁
舎
等
公
共

用
又
は
公
用
施
設
の
新
増
設
等

の
建
設
事
業
に
要
す
る
投
資
的

経
費
。

災
害
復
旧
事
業
費
…
大
雨
、
暴

風
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り

被
災
し
た
施
設
を
復
旧
す
る
た

め
の
経
費
。

物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交
際

費
、
需
用
費
な
ど
消
費
的
性
質

を
も
つ
経
費
。

維
持
補
修
費
…
建
物
や
道
路
な

ど
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
経

費
。

補
助
費
等
…
町
か
ら
他
の
地
方

公
共
団
体
（
県
、
市
町
村
、
一

部
組
合
な
ど
）
や
民
間
に
対

し
、
行
政
上
の
目
的
に
よ
り
交

付
さ
れ
る
現
金
的
給
付
に
係
る

経
費
。

積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的

に
す
る
た
め
に
、
年
度
間
の
財

源
変
動
に
備
え
て
積
立
て
る
経

費
。

貸
付
金
…
地
域
住
民
の
福
祉
増

進
を
図
る
た
め
、
町
が
直
接
あ

る
い
は
間
接
的
に
現
金
の
貸
付

を
行
う
た
め
の
経
費
。

繰
出
金
…
一
般
会
計
、
特
別
会

計
及
び
基
金
の
間
で
、
相
互
に

資
金
運
用
す
る
た
め
の
経
費
。

財
政
用
語
解
説

平成 28 年度

決算報告

� 広報みさと 2017.11



�広報みさと 2017.11

�� �� �����������（単位：千円）
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実
質収支で、３つの保険給付事業の特別会計のうち

国民健康保険で前年度に比べて 591 万 6 千円、介

護保険で 3,648 万 7 千円増加し、後期高齢者医療で 95

万 9 千円減少しています。また、２つの簡易水道事業は

砥用西部地区簡易水道事業で 399 万 1 千円、砥用東部

地区簡易水道事業で 131 万 7 千円それぞれ増加してい

ます。

　歳出決算では、国民健康保険は保険給付費の減少によ

り 1 億 7,786 万円の減額、介護保険は保険給付費の施設

介護サービス給付費は減少したものの、地域支援事業の

制度変更により 951 千円の増額、砥用西部地区簡易水道

事業は、西部地区拡張工事等の実施により 1 億 4,843 万

8 千円の増額、砥用東部地区簡易水道事業も水道システ

ム構築工事等の実施により 2,666 万 6 千円の増額、生活

排水で浄化槽設置工事等の増により 2,593 万 9 千円の増

額、後期高齢者医療で、後期高齢者医療広域連合納付金

の減により 404 万 2 千円の減額となりました。

会計名 歳入総額 歳出総額

国民健康保険 17 億 6,705 万 8 千円 17 億 2,185 万 1 千円

土地取得　　 11 万 6 千円 1 万 6 千円

介護保険　　 18 億 4,012 万 2 千円 17 億 4,549 万 7 千円

砥用西部地区

簡易水道事業
4 億 2,761 万 9 千円 4 億 2,304 万 8 千円

砥用東部地区

簡易水道事業
1 億 2,219 万 7 千円 1 億 2,034 万 6 千円

生活排水　　 1 億 9,065 万 6 千円 1 億 8,960 万 2 千円

後期高齢者医療 1 億 3,857 万 2 千円 1 億 3,577 万 3 千円

総
務
費

 財政調整基金積立金 126,535

 地域振興基金積立金 91,500

 公共施設整備基金積立金 81,500

 生活交通路線維持費補助金 24.315

 光通信基盤整備事業費補助金 17,000

 地方バス運行等特別対策補助金 14,337

民
生
費

 施設型給付費等負担金 331,105

 障害福祉サービス費等給付費 316,202

 児童手当 123,865

 臨時福祉給付金 55,020

 被災住宅応急工事 44,359

衛
生
費

 震災家屋解体撤去委託料 263,899

 砥用西部地区簡易水道事業特別会計繰出金 228,177

 震災解体家屋処分委託料 173,661

 宇城広域連合負担金（清掃施設費） 60,934

 震災解体家屋仮置場管理委託料 37,196

農
林
水
産
業
費

 中山間地域等直接支払交付金 85,637

 農業農村整備事業負担金 74,381

 多面的機能支払事業交付金 28,770

 町単独土地改良事業補助金（豪雨分） 23,396

 林道早楠線開設工事 18,200

商
工
費

 森林体験公園トイレ建設工事 20,841

 地域通貨補助金 3,000

土
木
費

 社会資本整備総合交付金事業（工事分） 363,966
 道整備交付金事業（工事分） 89,825

 町道改良工事 29,107

 町道維持工事 17,561

 町営住宅佐俣団地給水工事 4,707

消
防
費

 宇城広域連合負担金（消防費） 189,269

 防火水槽整備工事 11,636
 消火栓整備事業 7,084
 被災宅地土砂撤去費補助金 2,350
 自主防災組織活動活性化事業補助金 1,640

教
育
費

 砥用中学校校舎等修繕工事 25,220

 中央中学校校舎等修繕工事 6,089

 励徳小学校敷地内地盤調査設計業務委託料 4,342

 自治公民館再建支援事業補助金 1,822

災
害
復
旧
費

 公共土木施設災害復旧事業 523,632

 農用地等災害復旧事業 199,657

 文教施設災害復旧事業 156,718

 林業施設災害復旧事業 154,726

町道福佐線（第二二俣橋）災害復旧工事により復旧工事中の第二二俣橋

震災前 震災後 復旧工事中
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208,466 円

前年度より 17,078 円の減

635,341 円

前年度より 47,529 円の増

前年度より 0.004 ポイント減

前年度より 3.6 ポイントの増

　積立金現在高は皆さんの家庭で例えると『貯

金』のことです。一方、町の『借金』といえる

町債は、比較的短期間に多額の経費を要する事

業の資金調達手段の１つです。町債は、元利償

還金という形で、後年度以降に返済することが

できます。そのため財政負担を平準化すること

ができ、長期間使用される公共施設建設等の住

民負担の世代間の公平を図ることができます。

　財政力指数とは、地方公共団体の

財政力を示すものです。基準財政需

要額を基準財政収入額で割り、算出

します。数字が大きければ大きいほ

ど財政的に豊かであるといえます。

財政力指数が『１』に近いほど交付

税の額が小さくなります。

　経常収支比率とは、町税などの経

常的収入に対して、人件費や扶助費、

公債費といった毎年必ず支払うお金

の割合がどのくらいになっているか

を示す値です。この値が大きくなれ

ばなるほど、自由に使える（道路や

建物をつくるなど）お金が少ないと

いうことになります。逆にこの値が

低いほど、財政構造に弾力性がある

ということになります。

���������������

　平成 21 年４月に全面施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体の��

����� � � ��および公営企業ごとの資金不足比率の公表制度を設け、監査委員の審査に付したうえで、議会

に報告し、住民の皆様に公表する制度です。監査委員の審査ならびに議会への報告が終了したので公表します。

■ 健全化判断比率（一般会計等）

（※１）健全化判断比率とは

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実

質公債費比率および将来負担比率の総

称。これにより，各自治体が財政健全

性に関する比率（「健全化判断比率」

及び「公営企業の資金不足比率」）を

公表し，各比率が基準以上の場合には，

議会の議決を経て，財政健全化計画等

を策定し，財政の早期健全化や再生等

を図ることになります。

（単位：％）

判断比率項目 平成 27 年度 平成 28 年度 早期健全化基準

①実質赤字比率  －（注） － 15.0

②連結実質赤字比率 －（注） － 20.0

③実質公債費比率 6.5 6.2 25.0

④将来負担比率 7.8 13.3 350.0

※実質赤字比率および連結実質赤字比率がない（「黒字」の）ため『－』を記載

① 実質赤字比率とは

一般会計等（※ 2）での赤字の有無と、その標準財政規模（※3）に対する割合

を表します。

※２　一般会計と土地取得特別会計を指す。
※３　地方公共団体の標準的な状態で収入されるであろう一般財源の規模を示す指標。

② 連結実質赤字比率とは

特別会計を含む全会計（※４）を対象とした実質赤字（又は資金不足額）の合

計の標準財政規模に対する割合を表します。

※４　※２のほか国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会
計がある。

③ 実質公債費比率とは

一般会計等が負担する地方債の元利償還金（※５）および準元利償還金の標準

財政規模に対する割合を表します。（３か年平均）

※５　一般会計等から繰出金のうち公営企業債の償還に充てたものや、債務負担行為
に基づく支出のうち公債費に準ずるものなどの合計。

④ 将来負担比率とは

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合を表し

ます。

（単位：％）

特別会計の名称 H27 H28
早期

健全化基準

砥用西部地区簡易
水道事業特別会計

－ － 20.0

砥用東部地区簡易
水道事業特別会計

－ － 20.0

生活排水特別会計 － － 20.0

※資金不足比率が算定されないため『－』を記載

■ 資金不足比率（特別会計）

資金不足比率とは

公営企業ごとの資金不足額の事業の規模に対する

比率を表します。

平成 28 年度

0.244

前年度と同ポイント

３ヵ年平均

0.247

91.6％
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●公共土木施設、農業用施設、農地、林道施設、その他林業施設の復旧工事進捗状況　　　　　　（単位：件、千円）

災害復旧事業の種類

全体 契約済 発注率 工事完了 完了率

件数

（A）

査定決定工事費

（B）

件数

（C）

金額

（D）
(E)=(C)/(A)

件数

（F）

金額

（G）
(H)=(F)/(A）

 公共土木施設災害復旧事業 235 1,817,014 222 1,690,462 94.5% 74 313,259 31.5%

　　地震災 42 609,510 40 578,187 95.2% 34 214,575 81.0%

　　豪雨災 193 1,207,504 182 1,112,275 94.3% 40 103,684 20.7%

 農業用施設災害復旧事業 69 161,057 68 147,840 98.6% 27 50,304 39.1%

　　地震災 7 19,825 7 19,825 100.0% 7 19,825 100.0%

　　豪雨災 62 141,232 61 128,015 98.4% 20 30,479 32.3%

 農地災害復旧事業 209 515,920 118 201,517 56.5% 29 44,217 13.9%

　　地震災 28 37,380 28 37,380 100.0% 28 37,380 100.0%

　　豪雨災 181 478,540 90 164,137 49.7% 1 6,837 0.6%

 林道施設災害復旧事業 58 283,828 37 257,921 63.8% 20 85,782 34.5%

　　地震災 22 139,124 21 132,331 95.5% 13 41,174 59.1%

　　豪雨災 36 144,704 16 125,590 44.4% 7 44,608 19.4%

 その他林業施設災害復旧事業 3 11,310 3 11,310 100.0% 3 11,310 100.0%

合計 574 2,789,129 448 2,309,050 78.0% 153 509,872 26.7%

熊本地震および豪雨からの復旧・復興状況について

　平成 28 年４月の熊本地震および６月の豪雨により被害を受けた公共土木施設等の復旧・復興の進捗状況をお

知らせいたします。 

　今回は９月末現在の状況です。

●公費解体家屋の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

解体家屋の状況
受付件数 解体件数 進捗率

389 324 83.3%

●公共土木施設（熊本県工事）の復旧工事進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、千円）

災害復旧事業の種類

全体 契約済 発注率 工事完了 完了率

件数

（A）

査定決定工事費

（B）

件数

（C）

金額

（D）
(E)=(C)/(A）

件数

（F）

金額

（G）
(H)=(F)/(A）

道路 37 624,101 36 568,676 97.3% 27 271,383 73.0%

河川 22 578,119 13 408,414 59.1% 5 93,292 22.7%

砂防 3 32,786 1 1,912 33.3% 0 0 0.0%

橋梁 1 3,852 1 3,290 100.0% 1 3,290 100.0%

合計 63 1,238,858 51 982,292 81.0% 33 367,965 52.4%
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『くすのき平団地』
空き区画を譲渡募集します！

　町では、若者世代の定住を促進するため、美里町定住促進住宅団地『くすのき平団地』の空き区画を宅地譲渡

します。

　譲渡につきましては、一定の条件がありますので、募集要領をご確認のうえ、ご応募ください。

　なお、同じ区画に応募が重複した場合は、抽選を行います。

募集区画 譲渡面積 坪単価

６区画 101 坪～ 110 坪 11,300 円～ 11,500 円

◆申込期間

　11 月６日（月）～ 11 月 27 日（月）
◆申込方法
　所定の申請書に必要事項を記入のうえ、企画情報課まで郵送又は持参してください。

　申請書は、企画情報課へ来庁されるか町ホームページをご利用ください。

◆応募資格
　本町に永住を希望し、自家住宅を建築される方で、次の項目すべてに該当する必要があります。

　①本町に住民票のある方、又は他の市町村から本町に住民票を移すことを確約できる方

　②年間所得が 150 万円以上ある世帯又は住宅建築のための自己資金を有する方

　③譲渡契約締結後２年以内に居住用の住宅の建設に着手することを確約できる方

　④申請時において満 65 歳以下の方で、かつ、配偶者又は二親等内の同居親族が１人以上ある方

　⑤暴力団等、反社会的集団及びこれに属する方ではない方

　⑥地域の自治活動、ボランティア及び福祉活動に積極的に参加できる方

◆現地見学会

　11 月 11 日（土）・12 日（日）９時から正午まで

◆くすのき平団地区画図

◆問合先　企画情報課政策企画係　☎４７‐１１１１

　募集要領等、詳細につきましては町ホームページをご覧ください。

　その他、ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

団地入口

区画番号
27

102 坪

Ｎ

区画番号
20

104 坪

区画番号
28

102 坪

区画番号
29

101 坪

区画番号
40

108 坪

区画番号
41

110 坪

共 有 地

町
道
今
九
尾
線

空き区画

共有地

電柱
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平成 29 年

第３回
議会定例会

　

平
成
29
年
第
３
回
美
里
町
議
会
定

例
会
が
、
９
月
11
日
（
月
）
か
ら
13

日
（
水
）
ま
で
行
わ
れ
、
各
議
案
の

審
議
等
と
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
町
長
提
出
の
案

件
は
、
専
決
１
件
、
条
例
関
係
２
件
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
決
算
認
定
８
件
、
平
成
29
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
８
件
、

報
告
１
件
、
そ
の
他
２
件
で
す
。
議

員
提
出
の
案
件
は
意
見
書
１
件
で
、

全
案
件
可
決
等
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
議
会
代
表
監
査
委
員
よ

り
各
会
計
の
決
算
並
び
に
平
成
28
年

度
美
里
町
財
政
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
に
関
す
る
審
査
意
見

書
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
質
問
は
議
会
２
日
目
の
９

月
12
日
（
火
）
に
坂
田
竜
義
議
員
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
質
問

の
内
容
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

可
決
等
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
条
例

■
専
決
処
分

▼
専
決
処
分
事
項
（
熊
本
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
）
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
名
称
の
変
更

等
】

・
平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳

　

入
歳
出
決
算
を
認
定

・
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

　

正
予
算
を
可
決

・
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
に
関
す

　

る
意
見
書
の
提
出
を
可
決

▼
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
【
農
村
地
域
工
業

等
導
入
促
進
法
の
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
改
正
】

▼
美
里
町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
等

の
改
正
に
伴
い
関
係
規
定
を
改
正
】

■
認
定

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
歳

入
総
額　

90
億
８
千
２
６
５
万
９
千

円
、
歳
出
総
額　

85
億
９
千
６
５
８

万
７
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額　

４

億
８
千
６
０
７
万
２
千
円
）

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
（
歳
入
総
額　

17
億
６
千

７
０
５
万
８
千
円
、
歳
出
総
額　

17

億
２
千
１
８
５
万
１
千
円
、
歳
入
歳

出
差
引
額　

４
千
５
２
０
万
７
千

円
）

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
土
地
取
得
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
（
歳
入
総
額　

11
万
６
千
円
、

歳
出
総
額　

１
万
６
千
円
、
歳
入
歳

出
差
引
額　

10
万
円
）

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
（
歳
入
総
額　

18
億
４
千
12
万

２
千
円
、
歳
出
総
額　

17
億
４
千
５

４
９
万
７
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

９
千
４
６
２
万
５
千
円
）

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
砥
用
西
部
地

区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
歳
入
総

額　

４
億
２
千
７
６
１
万
９
千
円
、

歳
出
総
額　

４
億
２
千
３
０
４
万
８

千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額　

４
５
７

万
１
千
円
）

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
砥
用
東
部
地

区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
歳
入
総

額　

１
億
２
千
２
１
９
万
７
千
円
、

歳
出
総
額　

１
億
２
千
34
万
６
千

円
、
歳
入
歳
出
差
引
額　

１
８
５
万

１
千
円
）

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
生
活
排
水
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
（
歳
入
総
額　

１
億
９
千
65
万

６
千
円
、
歳
出
総
額　

１
億
８
千
９

６
０
万
２
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

　

１
０
５
万
４
千
円
）

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
（
歳
入
総
額　

１
億
３

千
８
５
７
万
２
千
円
、
歳
出
総
額　

１
億
３
千
５
７
７
万
３
千
円
、
歳
入

歳
出
差
引
額　

２
７
９
万
９
千
円
）

■
予
算

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
【
補
正
額　

増

額
７
億
５
千
８
４
２
万
４
千
円
、
補

正
後
の
額　

１
０
１
億
６
千
62
万
５

千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
補
正
額　

増
額
２
千
２
６
６
万
１

千
円
、
補
正
後
の
額　

18
億
１
千
８

６
７
万
６
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
土
地
取
得
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
補

正
額　

増
額
９
万
９
千
円
、
補
正
後

の
額　

11
万
１
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
補

正
額　

増
額
９
千
１
５
４
万
３
千

円
、
補
正
後
の
額　

18
億
９
千
73
万

８
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
砥
用
西
部
地

区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
【
補
正
額　

増
額
７

１
７
万
１
千
円
、
補
正
後
の
額　

１

億
５
千
25
万
４
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
砥
用
東
部
地

区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
【
補
正
額　

増
額
１

６
５
万
円
、
補
正
後
の
額　

１
億
３

４
７
万
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
生
活
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
補

正
額　

増
額
１
千
４
１
９
万
１
千

円
、
補
正
後
の
額　

１
億
９
千
７
５

４
万
５
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
補
正
額　

増
額
１
２
９
万
９
千
円
、

補
正
後
の
額　

１
億
５
千
21
万
４
千

円
】

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
財
政
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報

告
に
つ
い
て
【
地
方
財
政
健
全
化
法

の
規
定
に
よ
る
報
告
】

■
報
告
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■
そ
の
他

▼
準
用
河
川
金
木
川
災
害
復
旧
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
【
契
約

金
額　

９
千
３
９
６
万
円
】

▼
普
通
河
川
藤
木
川
災
害
復
旧
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
【
契
約

金
額　

５
千
３
３
６
万
２
千
８
０
０

円
】

▼
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
林
業
の
衰
退
と
共
に
森
林
が
荒
廃

す
る
中
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て

森
林
整
備
等
を
実
施
す
る
た
め
の
財

源
と
し
て
、
国
に
対
し
創
設
を
求
め

る
も
の
】

■
議
員
発
議

委
員
会
等
報
告

●
総
務
常
任
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
委
員
長
　
吉
田
　
美
好

　

９
月
12
日
、
総
務
常
任
委
員
会
を

開
催
し
た
。
委
員
会
室
に
於
い
て
執

行
部
よ
り
吉
住
総
務
課
長
、
大
西
企

画
情
報
課
長
、
中
嶋
税
務
課
長
、
田

上
会
計
課
長
。
議
会
か
ら
上
村
委
員
・

中
川
議
長
・
坂
田
委
員
・
私
、
吉
田

出
席
の
下
、11
時
20
分
に
開
会
し
た
。

　

先
ず
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
書
に
つ
い
て
其
々
所

管
の
課
長
よ
り
歳
入
・
歳
出
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
都
度
質
問
・

意
見
を
求
め
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら

は
何
ら
意
見
は
出
な
か
っ
た
。
監
査

委
員
の
意
見
書
に
つ
い
て
、
不
用
額

の
多
さ
に
指
摘
が
あ
っ
て
い
た
の

で
、
予
算
計
上
に
つ
い
て
は
十
分
な

精
査
・
留
意
を
要
望
致
し
た
。

　

次
に
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
、
総

務
課
長
・
企
画
情
報
課
長
・
税
務
課

長
に
其
々
歳
入
・
歳
出
予
算
の
説
明

を
求
め
た
。
委
員
か
ら
の
質
問
・
意

見
は
何
ら
な
く
、
執
行
部
に
は
11
時

45
分
退
席
願
っ
た
。

　

そ
の
後
、
常
任
委
員
会
研
修
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

10
月
19
日
・
20
日
に
開
催
さ
れ
る
「
全

国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１

７
ｉ
ｎ
さ
が
」
に
参
加
研
修
す
る
こ

と
で
全
員
の
意
見
が
一
致
し
た
。
全

委
員
の
日
程
を
調
整
し
、
18
日
に
出

発
。
他
の
施
設
研
修
を
行
い
、
19
日

の
全
体
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
委
員
長
　
松
永
　
正
憲

　

９
月
12
日
、
11
時
20
分
に
経
済
建

設
常
任
委
員
会
を
開
会
し
た
。
福
田

委
員
、
今
田
委
員
、
濱
田
委
員
、
松

永
、
４
名
の
委
員
と
下
田
林
務
観
光

課
長
、
宮
嵜
経
済
課
長
、
長
井
建
設

課
長
、
北
島
水
道
衛
生
課
長
同
席
の

中
、
平
成
28
年
度
美
里
町
一
般
会
計

決
算
書
、
特
別
会
計
決
算
書
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

各
課
の
歳
出
に
お
い
て
は
、
農
業

費
、
林
業
費
、
土
木
費
な
ど
予
算
現

額
に
対
し
て
、
事
業
費
の
翌
年
度
繰

越
額
が
残
っ
て
い
る
。

　

災
害
復
旧
費
の
農
林
水
産
業
施
設

災
害
復
旧
費
11
億
４
千
９
７
８
万
２

千
円
の
予
算
に
対
し
て
、
翌
年
度
繰

越
額
が
７
億
４
千
７
５
８
万
７
千
円

あ
る
。
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

で
は
14
億
５
千
９
７
７
万
４
千
円
の

予
算
に
対
し
て
、
翌
年
度
繰
越
額
が

９
億
２
千
８
９
１
万
３
千
円
あ
る
。

地
震
災
害
、
豪
雨
災
害
の
甚
大
さ
と

復
興
状
況
が
伺
え
る
。

　

美
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算
の
林

務
観
光
課
関
係
で
は
、
林
道
早
楠
線

開
設
工
事
の
１
工
区
減
に
よ
り
２
千

万
円
の
減
額
補
正
。
石
段
給
水
工
事

費
の
２
千
４
０
０
万
円
の
減
額
補

正
、
こ
れ
は
総
合
的
な
見
直
し
を
す

る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

経
済
課
関
係
で
は
、
く
ま
も
と
土

地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事

業
費
補
助
金
１
千
36
万
８
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
課
関
係
で
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　

特
別
会
計
の
生
活
排
水
、
砥
用
西

部
地
区
水
道
、
砥
用
東
部
地
区
水
道
、

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
繰
越
額
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
り
繰
越
金
が
増
額
補
正

さ
れ
、
同
額
が
一
般
会
計
へ
の
繰
出

金
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

●
社
会
文
教
常
任
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
委
員
長
　
渡
邊
　
義
文

　

９
月
12
日
、
11
時
20
分
よ
り
社
会

文
教
常
任
委
員
会
を
開
会
し
た
。
先

ず
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
決
算
書
に
付
い
て
、
各
担
当

課
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
、
民
生
費
、
衛
生

費
、
教
育
費
と
も
主
に
震
災
に
よ
る

災
害
復
旧
の
歳
入
、
歳
出
の
決
算
で

あ
る
。
通
年
の
約
１
・
５
倍
に
相
当

す
る
決
算
で
あ
り
、
復
旧
復
興
の
確

か
な
足
跡
と
思
わ
れ
る
。
又
、
総
合

体
育
館
の
管
理
に
付
い
て
、
昨
年
は

震
災
の
被
害
に
よ
り
年
間
通
し
た
利

用
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
年
間
通
じ

た
管
理
経
費
や
利
用
等
の
推
移
状
況

の
把
握
を
要
望
し
た
。

　

次
に
平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　

民
生
費
・
児
童
措
置
費
の
保
育
料

還
付
金
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
算
定
基

準
の
取
り
扱
い
の
誤
り
に
よ
る
も
の

で
、
本
議
会
の
初
日
、
上
田
町
長
よ

り
お
断
り
が
あ
り
、
委
員
会
に
お
い

て
も
担
当
課
長
か
ら
説
明
と
お
断
り

が
あ
っ
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事

が
無
い
よ
う
再
発
防
止
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
た
。

　

次
に
民
生
費
・
災
害
救
助
費
の
転

居
費
用
助
成
金
６
０
０
万
円
は
、
震

災
に
よ
り
仮
設
住
宅
等
で
生
活
し
て

い
る
被
災
者
が
移
転
す
る
場
合
の
助

成
で
あ
り
、
10
万
円
・
60
件
の
予
算

で
あ
る
。
同
じ
く
民
間
賃
貸
住
宅
入

居
支
援
助
成
金
６
０
０
万
円
は
、
震

災
に
よ
り
仮
設
住
宅
等
で
生
活
す
る

被
災
者
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
へ
移
転

す
る
場
合
の
助
成
金
20
万
円
・
30
件

の
予
算
で
あ
る
。

　

次
に
衛
生
費
・
塵
芥
処
理
費
の
委

託
料
２
億
７
２
０
万
７
千
円
は
家
屋

解
体
の
予
算
で
、
解
体
家
屋
が
８
月

末
で
申
請
戸
数
３
８
７
戸
、
８
月
末

解
体
完
了
数
２
９
６
戸
、
９
月
末
ま

で
の
解
体
契
約
予
定
49
戸
、
10
月
以

降
の
解
体
契
約
予
定
が
42
戸
で
、
12

月
末
ま
で
に
解
体
完
了
し
、
仮
置
き

場
の
撤
去
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

次
に
、
教
育
費
・
事
務
局
費
の
旅

費
（
費
用
弁
償
）
６
万
円
に
つ
い
て

は
、
美
里
町
中
学
校
統
合
審
議
会
、

美
里
町
教
育
振
興
基
本
計
画
推
進
委

員
会
、
美
里
町
学
校
給
食
調
理
業
務

等
委
託
検
討
委
員
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
議
を
１
回
増
や
す
こ
と
で
の
費
用

弁
償
予
算
で
あ
る
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
教
育
課
長
よ
り
、

町
文
化
財
の
椿
地
区
の
も
ち
の
木
に

つ
い
て
、
現
地
再
確
認
の
後
、
見
積

り
に
よ
り
業
者
を
決
定
し
た
。
地
区

の
区
長
さ
ん
の
理
解
も
得
、
近
く
発

注
を
予
定
し
て
い
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。
事
故
等
に
注
意
さ
れ
速
や
か
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
。
ま

た
、
住
民
課
長
か
ら
は
国
民
健
康
保

険
の
国
の
制
度
改
革
の
状
況
と
今
後

の
計
画
の
説
明
が
あ
り
、
平
成
30
年

度
よ
り
県
と
市
町
村
の
共
同
運
営
が

始
ま
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

●
宇
城
広
域
連
合
議
会
報
告

　
　
連
合
議
会
議
員

　
吉
田

　
美
好

　

平
成
29
年
第
１
回
宇
城
広
域
連
合

議
会
臨
時
会
報
告

　

７
月
21
日
（
金
）
10
時
よ
り
宇
城

広
域
連
合
２
階
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　

山
村
議
長
の
開
会
宣
告
に
続
き
、

守
田
広
域
連
合
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
日
程
に
入
っ
た
。

　

日
程
第
１
、
会
議
録
署
名
議
員
の

指
名
【
３
番
柴
田
議
員
、
４
番
石
川

議
員
を
指
名
】

　

日
程
第
２
、
会
期
の
決
定
【
１
日

間
と
決
定
】

　

日
程
第
３
、
議
案
第
６
号　

宇
城

広
域
連
合
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
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坂
田 

竜
義 

議
員

○
中
山
間
地
、
所
得
向
上
の
た
め
の

県
独
自
モ
デ
ル
地
区
支
援
事
業
に
つ

い
て

（
問
）
事
業
の
概
要
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

（
答
）
涌
井
、
豊
富
地
区
含
む
県
下

５
つ
の
モ
デ
ル
地
区
の
住
民
が
自
ら

話
し
合
い
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
て

所
得
向
上
に
取
り
組
み
、
中
山
間
地

域
の
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目

的
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、

収
益
性
の
高
い
施
設
園
芸
の
導
入

（
ト
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
米
、
少
量
多

品
目
野
菜
、
直
売
所
と
の
連
携
）
、

地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被
害
対
策
徹

底
、
Ｊ
Ａ
の
農
業
参
入
、
集
落
営
農

組
織
化
に
よ
る
新
た
な
担
い
手
の
確

保
、
農
業
基
盤
整
備
・
集
積
な
ど
で

あ
る
。

（
問
）
一
定
の
成
果
を
ど
う
普
遍
化

し
て
い
く
の
か

（
答
）
事
業
期
間
は
３
年
間
で
、
目

標
年
度
は
平
成
34
年
度
と
考
え
て
い

る
。
成
功
事
例
と
し
て
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
地
区
住
民
の
協
力
を
得
て
、

成
果
を
出
し
町
全
体
に
広
が
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
集
落
営
農
等
今
後
の
課
題
に

ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か 

（
答
）
機
械
利
用
組
合
の
拡
充
、
兼

業
農
家
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
育

成
し
地
域
営
農
組
織
へ
移
行
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

○
九
州
北
部
豪
雨
を
教
訓
と
す
る
今

後
の
課
題
に
つ
い
て

（
問
）
上
流
域
か
ら
根
付
き
の
巨
木

が
流
れ
集
落
を
襲
っ
た
が
ど
う
教
訓

化
す
る
か

（
答
）
本
町
で
も
平
成
19
年
、
28
年

一
般
質
問

【
財
産
の
名
称　

宇
城
広
域
連
合
消

防
本
部
高
規
格
消
防
車
３
台
（
豊
野
・

網
田
・
三
角
）
、
契
約
の
方
法　

指

名
競
争
入
札
、
取
得
価
格　

８
千
１

１
４
万
８
千
６
６
６
円
、
契
約
の
相

手
方　

熊
本
ト
ヨ
タ
自
動
車
宇
城

店
。
審
議
、
採
決
の
結
果
全
員
賛
成
。

原
案
通
り
可
決
し
た
。
】

　

日
程
第
４
、
議
案
第
７
号　

工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
【
工
事

の
名
称　

浄
化
セ
ン
タ
ー
橋
梁
架
け

替
え
工
事
、
契
約
の
方
法　

条
件
付

き
一
般
競
争
入
札
、
契
約
の
金
額

２
億
１
千
２
７
６
万
円
、
契
約
の
相

手
方　

株
式
会
社
吉
田
企
業
。
審
議
、

採
決
の
結
果
全
員
賛
成
。
原
案
通
り

可
決
し
た
。
】

　

日
程
第
５
、
議
案
第
８
号　

工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
【
工
事

の
名
称　

宇
城
広
域
連
合
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
、
契
約
の

方
法　

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
、

契
約
の
金
額　

37
億
５
千
５
１
６
万

円
、
契
約
の
相
手
方　

日
立
造
船
・

浅
野
環
境
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
。
審
議
、
採
決
の
結
果
全
員
賛
成
。

原
案
通
り
可
決
し
た
。
】

　

日
程
第
６
、
議
案
第
９
号　

平
成

29
年
度
宇
城
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
【
構

成
す
る
市
・
町
よ
り
総
務
管
理
費
負

担
金
と
し
て
１
７
３
万
５
千
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
、
歳
入
・
歳
出

予
算
の
総
額
を
其
々
33
億
６
千
５
４

１
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。
審
議
、

採
決
の
結
果
全
員
賛
成
。
原
案
通
り

可
決
し
た
。
】

　

日
程
第
７
、
報
告
第
１
号　

平
成

28
年
度
宇
城
広
域
連
合
一
般
会
計
繰

と
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る

が
、
ま
だ
山
に
手
が
入
っ
て
い
な

い
、
間
伐
が
で
き
て
な
い
山
が
多
く

あ
る
。
長
期
的
に
山
の
適
切
な
管

理
、
間
伐
、
除
伐
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
間
伐
後
に
は
植
栽
し
表
土
の

崩
壊
を
防
ぐ
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

（
問
）
間
伐
対
策
と
「
切
り
捨
て
間
伐
」

に
つ
い
て
の
対
策
は
ど
う
す
る
か

（
答
）
町
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
く
が
、
間
伐
対
策
は
伐

採
後
搬
出
利
用
。
切
り
捨
て
間
伐
は

針
広
混
成
林
と
し
て
計
画
的
に
植
栽

し
10
年
後
の
下
刈
り
、
15
年
後
の
除

伐
な
ど
定
期
的
な
管
理
を
行
う
中

で
、
間
伐
後
の
表
土
流
出
防
止
対
策

等
の
た
め
林
地
で
横
伏
せ
に
切
り
捨

て
る
も
の
で
、
今
後
は
こ
の
間
伐
材

の
有
効
利
用
を
検
討
し
林
内
か
ら
の

搬
出
を
推
進
し
た
い
。

（
問
）
今
後
の
治
山
防
災
対
策
は
ど

う
す
る
か

（
答
）
治
山
防
災
対
策
は
町
単
独
で

は
難
し
い
事
業
で
あ
り
、
国
で
も
被

害
が
甚
大
化
し
て
い
る
流
木
災
害
へ

の
対
策
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
で

治
山
事
業
な
ど
前
年
度
比
20
％
増
の

予
算
概
算
要
求
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
も
治
山
事
業
の
要
望
と
併

せ
て
県
・
国
に
対
し
て
強
力
に
要
望

を
行
い
、
山
の
防
災
対
策
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

○
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
供
用
開
始
に

伴
う
課
題
に
つ
い
て

（
問
）
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

を
住
民
に
ど
う
説
明
し
て
い
く
の
か

（
答
）
メ
リ
ッ
ト
は
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に

比
べ
約
20
倍
の
通
信
速
度
で
安
定
し

た
高
速
な
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
。
ま
た
、
光
電
話
加
入
で

経
費
節
減
と
な
る
場
合
や
光
コ
ラ
ボ

に
よ
る
割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
説
明
会
等
を
通
じ
て
説
明
し
て

い
く
。

（
問
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
増
対

策
は
ど
う
す
る
か

（
答
）
基
本
的
に
は
事
業
者
で
あ
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
が
行
う
も
の
だ
が
、
行

政
の
立
場
か
ら
も
で
き
る
だ
け
協
力

し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
今
後
の
利
活
用
の
拡
大
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か

（
答
）
今
後
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ

の
他
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
分
け
て
利
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
テ

レ
ビ
を
利
用
し
た
行
政
情
報
の
配
信

や
公
民
館
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
拠
点
化
、
高
齢

者
の
見
守
り
、
無
料W

i-Fi

サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

○
道
路
の
整
備
及
び
管
理
に
つ
い
て

（
問
）
国
・
県
道
の
ゴ
ミ
や
覆
い
か

ぶ
さ
っ
た
木
の
処
理
に
つ
い
て
景
観

上
必
要
で
は
な
い
か

（
答
）
現
場
を
確
認
し
た
が
、
ひ
ど

い
状
況
で
あ
る
。
宇
城
地
域
振
興
局

に
も
連
絡
し
た
の
で
し
ば
ら
く
対
応

を
見
て
対
策
し
た
い
。

（
問
）
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
更
新
対
策

に
つ
い
て

（
答
）
計
画
的
に
実
施
し
て
行
き
た

い
。

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

【
款
４
衛
生
費
・
項
３
清
掃
費
、
事

業
名　

宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
破
砕
機
整
備
修

繕
、
金
額
２
千
７
０
１
万
８
千
円
。

款
５
消
防
費
・
項
１
消
防
費
、
事
業

名　

消
防
本
部
・
美
里
分
署
・
三
角

分
署
庁
舎
耐
震
診
断
業
務
委
託
、
金

額
６
３
８
万
７
千
円
、
内
繰
越
額
５

３
４
万
６
千
円
。
以
上
２
件
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
】

　

日
程
第
８
、
発
議
第
１
号　

宇
城

広
域
連
合
議
員
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

【
10
番
中
川
議
員
よ
り
発
議
が
あ
り
、

審
議
、
採
決
の
結
果
全
員
賛
成
。
可

決
成
立
し
た
。
】　

以
上
で
全
議
案
議

了
し
、
閉
会
し
た
。
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国
会
陳
情

　

議
会
で
は
９
月
27
日
（
水
）
、
本

町
が
抱
え
て
い
る
懸
案
事
項
等
に
つ

い
て
国
会
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
金

子
恭
之
衆
議
院
議
員
、
園
田
博
之
衆

議
院
議
員
、
松
村
祥
史
参
議
院
議
員
、

馬
場
成
志
参
議
院
議
員
の
国
会
事
務

所
を
訪
れ
、
次
の
７
項
目
に
つ
い
て

現
状
を
説
明
し
要
望
し
ま
し
た
。

要望内容

①町道金木鶴越線の事業促進について

②砂防堰堤等の事業促進について

③橋梁補修の事業促進について

④道路舗装補修の事業促進について

⑤筒川の集中豪雨災害の復旧について

⑥霊台橋（鋼橋）への歩道の設置について

⑦新たな交付金制度の創設について

金子恭之衆議院議員園田博之衆議院議員

松村祥史参議院議員馬場成志参議院議員

視
察
研
修

　

９
月
28
日
（
木
）
か
ら
29
日
（
金
）

に
か
け
て
、
宮
城
県
女
川
町
、
美
里

町
並
び
に
福
島
県
三
春
町
の
福
島
環

境
創
造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
視
察
研

修
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
宮
城
県
美
里
町
訪
問

　

宮
城
県
美
里
町
は
、
昨
年
の
熊
本

地
震
に
お
い
て
町
並
び
に
議
会
か
ら

見
舞
金
を
い
た
だ
き
、
過
去
に
も
平

成
19
年
の
豪
雨
災
害
時
に
見
舞
金
で

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
礼

で
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
同
じ
町
名

で
同
じ
文
字
と
い
う
事
も
あ
り
、
親

近
感
を
抱
い
て
お
互
い
の
地
勢
や
震

災
時
の
状
況
の
ほ
か
、
議
会
の
取
り

組
み
な
ど
の
意
見
交
換
に
よ
り
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

○
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」
視
察

　

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
で
は
、
３
・
11

の
地
震
、
津
波
、
そ
し
て
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
現
在
ま
で
に
至
る
福

島
の
復
興
の
歩
み
や
事
故
発
生
後
の

第
一
原
発
の
様
子
な
ど
の
ほ
か
、
放

射
線
や
環
境
に
つ
い
て
体
験
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
、
当
日
は

係
の
人
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

○
宮
城
県
女
川
町
視
察
研
修

　

女
川
町
は
、
昨
年
の
熊
本
地
震
直

後
早
々
に
延
べ
10
人
の
職
員
派
遣
応

援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

お
礼
と
、
次
の
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

・
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
（
３

項
目
）

・
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
（
４
項

目
、
併
せ
て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
）

コミュタン福島視察

災害公営住宅視察 女川町での研修

美里町訪問



町のわだいはココでチェック！

ミサトピックス
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　9 月 21 日 ( 木 ) に砥用中学校において、県

の取組みである「若年層への食の安全に関す

る学習機会の提供」の一環としてジュニア食

品安全ゼミナールが開催されました。このゼ

ミナールは、生徒たちが、食品の安全性につ

いて興味を持ち、冷静に判断する目を育むこ

とを目的として行われたもので、クイズを織

り交ぜながらの説明を受け、生徒たちも楽し

みながら食品の安全について学ぶことができ

ました

ジュニア食品ゼミナール開催

　９月２日（土）、美里町文化交流センターひび

きにおいて、「平成 29 年度美里町童話発表大会」

が開催されました。町内の小学校の代表９人が、

一人ずつステージに上がり、物語や昔話を発表し

てくれました。

　審査の結果、町の代表として、砥用小２年の左

座丈琉さん（土喰）と砥用小６年の樫山さくらさ

ん（土喰）の２人が選ばれ、９月９日（土）、宇

城市中央公民館で開催された「宇城地区童話発表

大会」に出場しました。

練習の成果を披露

美里町童話発表大会

発表した代表のみなさん

　9 月 19 日 ( 火 ) に、中央小学校の３年生と

たんぽぽ学級の児童でサツマイモ掘りを行いま

した。この活動は、農業委員会機構集積事業の

食育活動として行われたものです。

　このサツマイモは５月に中央小の３年生が植

えたものです。今回も美里町農業委員会の委員

さんに教えてもらいながら収穫しました。収穫

したサツマイモは例年のものより甘くて大きい

そうです。

　最後に児童から農業委員さんへ「とても楽し

かったです。ありがとうございました。」と感

謝の言葉が送られました。

サツマイモを収穫しました！

１

２ ３

①みんなで記念撮影。大豊作！

②焼き芋食べてひと休み

③農業委員さんに優しく教えてもらいました
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　9 月 9 日 ( 土 ) ～ 10 日 ( 日 ) にかけて

美里町総合運動公園を主会場に第 32 回

中学校野球美里大会が開催されました。

　宇城地域から 10 チームが参加し、本

町からは中央中学校と砥用中学校の野球

部が出場しました。３年生が引退し、新

チームになってから挑んだ大会でした

が、結果は両校とも惜しくも初戦敗退。

次なる戦いに向けて、決意を新たにがん

ばります !

第 32 回中学校野球

美里大会

優勝　　鶴城中学校

準優勝　豊野中学校

【大会結果】

中
央
中
・
砥
用
中
の
主
将
が

選
手
宣
誓

大
会
の
様
子

　第 65 回日本の七夕書道展において、

中央小学校６年の岩田梨楓さん（馬場）

が熊日賞を受賞されました。今回の受

賞、誠におめでとうございます。

第 65 回日本の七夕書道展

岩田さんと入賞作品

　このたび、故　田村邦男さん（永富）が、

死亡叙位叙勲（正六位、瑞宝双光章）を受章

され、10 月２日（月）、教育長室にてご遺族

である妻、田村ミヱ子さんへ伝達が行われま

した。

　田村さんは、町内中学校長や、旧砥用町で

教育長を務められるなど、学校教育に寄与し

た功績が認められての受章となりました。

叙位叙勲の伝達式

伝達式での１枚



町のわだいはココでチェック！ミサトピックス
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部門 成績 名号・草種 氏名 地区名

褐毛和種の部 グランドチャンピオン たかみや 増永光喜 畝野

黒毛和種の部 グランドチャンピオン ゆりひめ 奥村真代 馬場

飼料作物の部 グランドチャンピオン イタリアン 上村敏成 白石野

堆肥の部 グランドチャンピオン 肉用牛 中央町堆肥利用組合 払川

肉用種牛１部

（褐毛和種）

名誉賞３席 第３あかひめ 井上司 名越谷

名誉賞５席 のりこ 上村敏成 白石野

名誉賞７席 ゆりみつ 米村繁男 清水

肉用種牛２部

（褐毛和種）

名誉賞首席 ★たかみや 増永光喜 畝野

名誉賞２席 ★ゆきなみ 山本一成 清水

名誉賞４席 第２みさき 奥村真代 馬場

名誉賞５席 なずな 西田誠也 中郡

名誉賞６席 あずさ 増永光喜 畝野

名誉賞７席 かなえ 椿孝博 古閑

肉用種牛３部（黒毛和種） 名誉賞２席 ★みつゆり 北本慶一 遠野

肉用種牛４部（黒毛和種） 名誉賞首席 ★ゆりひめ 奥村真代 馬場

飼料作物の部

名誉賞首席 イタリアン 上村敏成 白石野

名誉賞２席 イタリアン 吉岡孝治 川越

名誉賞３席 イタリアン 椿孝博 古閑

名誉賞５席 トウモロコシ 松村康生 大窪

名誉賞６席 イタリアン 米村繁男 清水

堆肥の部 名誉賞首席 肉用牛 中央町堆肥利用組合 払川

増永光喜さん（畝野）の
たかみや号

審査風景

　９月 23 日（土）、美里町畝野緑川ダム補助ダム広場において「第 15 回宇城・上益城地域統一畜産共進会」が

開催されました。

　宇城・上益城地域から、肉用種牛・肉牛・飼料作物・堆肥の部門に 100 点の出陳がされた中、本町からも 40

点の出陳がありました。その中で、褐毛和種の部で増永光喜さん（畝野）、黒毛和種の部で奥村真代さん（馬場）、

飼料作物の部で上村敏成さん（白石野）、堆肥の部で美里中央堆肥利用組合、組合長奥村智昭さん（払川）がグ

ランドチャンピオンに輝かれました。

　関連イベントについては、バーベキュー、農産物オークション・抽選会などの催しがあり、たくさんの人達で

賑わいをみせていました。

★印が付いている出陳品は、11 月３日（金）に菊池郡大津町で開催されます「第 11 回ふれあい畜産まつり」

に出陳されます。

第 15 回宇城・上益城地域統一畜産共進会

奥村真代さん（馬場）の
ゆりひめ号

　８月 27 日（日）、文化交流センターひびきにて、８

月囲碁大会が開催されました。

　参加者 13 名で熱戦が繰り広げられました。上位入

賞者は下記のとおりです。（敬称略）

８月囲碁大会

Ａ組　優勝　巨瀬　正道

　　　２位　栗田　将悟

　　　３位　大塚　勝幸

Ｂ組　優勝　村上　信子

　　　２位　畑田　生長

　　　３位　吉村　恒彦
上位入賞者のみなさん
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　９月 16 日 ( 土 )、第 72 回熊本県民体育祭が、

人吉スポーツパレスを主会場に人吉・球磨地域

にて開催されました。

　下益城郡選手団は美里町のみでのチーム編成

を行い、14 種目、総勢２２４名が参加しました。

　結果は、軟式野球、ハンドボール男子が同率

で見事優勝。総合順位は 17 位と、前回から２

つ順位を上げました。また、前回大会と獲得点

数比較した躍進順位では、出場した 19 郡市中

１位を獲得。下益城郡選手団の総合力を発揮で

きた大躍進の大会となりました。

大躍進！

第 72 回熊本県民体育祭人吉球磨大会

優勝した軟式野球 優勝したハンドボール男子

開会式での１枚 水泳 ボウリング

サッカー ソフトテニスバレーボール男子（コート左）



代　表　　　☎４６－２１１１

税務課　　　☎４６－２１１２

住民課　　　☎４６－２１１３

経済課　　　☎４６－２１１４

教育課　　　☎４６－２１１５

※総務課、会計課、議会事務局へは

代表電話番号からお取り次ぎします。

代　表　　　☎４７－１１１１

林務観光課　☎４７－１１１２

建設課　　　☎４７－１１１３

水道衛生課　☎４７－１１１４

健康窓口課　☎４７－１１１５

福祉課　　　☎４７－１１１６

※企画情報課、会計課へは代表電

話番号からお取り次ぎします。

東部出張所                          ☎ 48-0101

中央公民館（教育課）         ☎ 46-2038

水道衛生課上水道係         ☎ 47-2627

文化交流センター「ひびき」        ☎ 48-8333

総合体育館                          ☎ 46-4141

砥用Ｂ＆Ｇ海洋センター        ☎ 48-0546

福祉保健センター「湯の香苑」          ☎ 46-4005

老人福祉センター              ☎ 47-0065

道の駅 美里「佐俣の湯」           ☎ 46-4111

元気の森「かじか」              ☎ 46-3993

ガーデンプレイス・家族村         ☎ 48-0158

美里物産館よんなっせ              ☎ 48-1221

フォレストアドベンチャー・美里

   　　　　　          ☎ 080-8387-3310

防災行政無線（直近の放送が聞けます）

    　　　　　　     　　     ☎ 47-0850

役場中央庁舎

役場砥用庁舎

おもな電話番号
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募
集

平
成
29
年
度
「
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
募
集
」

募
集
項
目
・
資
格

【
一
般
】

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
者

【
推
薦
】

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活

動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
者

受
付
期
間

【
一
般
】

　

11
月
１
日
（
水
）
〜
１
月
９
日
（
火
）

【
推
薦
】

　

11
月
１
日
（
水
）
〜
12
月
１
日
（
金
）

問
合
先

宇
城
募
集
案
内
所

☎
２
３
‐
２
０
４
７

平
成
30
年
度
「
宇
城
看
護
高
等

専
修
学
校
生
徒
募
集
」

募
集
人
数　

30
名

応
募
資
格

　

中
学
卒
以
上
（
平
成
30
年
３
月

中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
含
）

　

男
女
・
年
齢
不
問

修
業
年
限　

２
ヵ
年

出
願
書
類

○
入
学
願
書
・
受
験
票
（
本
校
所

定
の
も
の
）

○
調
査
票
・
卒
業
証
明
書
（
最
終

卒
業
学
校
の
も
の
）

○
受
験
料
（
１
５
，
０
０
０
円
を

同
時
納
入
）

願
書
受
付
期
間

　

12
月
４
日
（
月
）
〜
12
月
25
日
（
月
）

試
験
日
時

　

平
成
30
年
１
月
13
日
（
土
）

　

８
時
45
分
〜
受
付

試
験
会
場

　

下
益
城
郡
医
師
会
館
２
階
大

ホ
ー
ル

試
験
科
目

①
筆
記
試
験

　

国
語
・
数
学
（
中
学
卒
業
程
度
）

②
面
接

合
格
発
表

　

平
成
30
年
１
月
19
日
（
金
）

問
合
先

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

☎
３
３
‐
７
４
７
４

文
集
「
み
さ
と
」
原
稿
募
集

　

文
集
「
み
さ
と
」
第
14
号
の
原

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

二
俣
橋
に
つ
い
て
、
紀
行
文
、

随
筆
・
随
想
、
郷
土
の
言
い
伝
え
、

伝
統
文
化
、
詩
・
俳
句
・
短
歌
、

肥
後
狂
句
、
読
書
感
想
文
な
ど
題

材
は
自
由
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
日
頃
思
っ
て
い

る
こ
と
、
昔
の
く
ら
し
、
旅
の
思

い
出
、
伝
統
行
事
、
健
康
法　

な

ど
文
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

原
稿
用
紙
５
枚
以
内
、
俳
句
・

短
歌
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
５
句

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

肥
後
狂
句
の
傘
の
句
は
、
「
ウ

キ
ウ
キ
」
「
久
し
振
り
」
「
あ
り
が

と
う
」
で
す
。
傘
の
句
ひ
と
つ
に

つ
き
、
３
句
以
内
で
投
稿
く
だ
さ
い
。

　

投
稿
は
、
12
月
８
日
（
金
）
ま

で
に
、
美
里
町
中
央
公
民
館
、
ま

た
は
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
選

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
に
つ
き
ま
し
て

は
原
則
と
し
て
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
先

美
里
町
中
央
公
民
館

☎
４
６
‐
２
０
３
８
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開
催

全
国
石
橋
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も

と
　

緑
川
流
域
の
国
指
定
重
要
文
化

財
「
通
潤
橋
」
や
「
霊
台
橋
」
等

の
石
橋
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
石

橋
技
術
を
継
承
し
、
石
橋
の
素
晴

ら
し
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
「
全
国
石
橋
サ
ミ
ッ
ト
in
く

ま
も
と
」
を
山
都
町
で
開
催
し
ま

す
。

　

石
橋
技
術
の
継
承
や
石
橋
の
魅

力
な
ど
の
観
光
へ
の
活
か
し
方
に

つ
い
て
議
論
す
る
ほ
か
、
熊
本
県

立
劇
場
館
長
の
姜
尚
中
氏
に
よ
る

記
念
講
演
や
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

（
石
橋
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
、
フ
ッ

ト
パ
ス
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

石
橋
や
土
木
技
術
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
、
定
員
は
先
着

２
０
０
名
ま
で
で
、
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
は
「
山
都
町
観
光
ナ
ビ

(h
ttp

://w
w

w
.tow

n
.kum

am
oto

‐yam
ato.lg.jp/kanko/)

」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時

　

11
月
17
日
（
金
）
・
18
日
（
土
）

松
橋
東
支
援
学
校
「
学
校
公
開

週
間
」

　

本
校
の
教
育
活
動
や
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
地
域
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
授
業
を
公
開
し

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
御
参
観
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

　

11
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

時
間

【
幼
稚
部
・
小
学
部
】

　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

【
中
学
部
】

　

９
時
45
分
〜
10
時
35
分

う
き
消
防
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

　

防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
「
う
き
防
災
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　

11
月
11
日
（
土
）
10
時
〜
13
時

場
所

　

宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

内
容

●
消
火
訓
練
、
は
し
ご
車
体
験
・

け
む
り
体
験
・
１
１
９
通
報
訓
練
・

救
急
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
車
・
救
急
車
の
展
示
・
災

害
パ
ネ
ル
展
示
・
防
火
ぬ
り
絵

コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
ち
び
っ
子
ロ
ー
プ
渡
り
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
・
よ
ぼ
う
戦
隊
住
警
器

マ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
！

●
一
般
家
庭
の
消
火
器
無
料
回
収

も
あ
り
。

年
末
調
整
説
明
会

　

宇
土
税
務
署
で
は
、
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象

に
、
左
記
日
程
で
平
成
29
年
分
の

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

期日 時間 対象（法人・個人） 会場

11
月
16
日
（
木
）

10 時から

正午まで

・宇城市小川町
・宇城市松橋町
・宇城市三角町

宇土市民会館

大ホール
14 時から

16 時まで

・美里町
・宇土市
・宇城市不知火町
・宇城市豊野町

※どちらの開催時間でも出席いただけます。

広告募集中！
45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

86 ミリメートル

１号１枠につき 10,000 円

詳しいことは、

企画情報課情報推進係　☎ 47-1111

までお問い合わせください。

広
告
募
集

お店・会社の広告を

掲載しませんか？

縦45ｍｍ×横 86ｍｍ

詳細は、企画情報課情報推進係まで

☎ 47-1111

場
所

　

清
和
文
楽
館

参
加
費　

無
料

※
た
だ
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
エ

キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
は
有

料
。

問
合
先

緑
川
流
域
広
域
連
携
事
業
実
行
委

員
会
（
山
都
町
役
場
山
の
都
創
造

課
）

☎
０
９
６
７
‐
７
２
‐
１
１
５
８

入
場
料　

無
料

問
合
先

宇
城
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
２
‐
６
２
２
２

場
所

　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

問
合
先

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

☎
３
２
‐
１
７
２
６
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案
内

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
取
り
付

け
ま
し
た
か
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
（
放

火
自
殺
者
等
を
除
く
）
の
う
ち
、

約
７
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
の
高
齢
化
の

進
展
と
と
も
に
、
こ
の
割
合
の
さ

ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
６
月
現
在
で
全
国

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率

は
、
81
％
で
す
。

　

万
一
の
火
災
に
備
え
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
10
年
を
目
安
に
交
換
を
お
勧

め
し
ま
す
。

問
合
先

宇
城
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
２
‐
６
２
２
２

  

皆様のご協力をお願いします！

みんなで、献血の輪を広げよう！

４００ｍｌ献血にご協力ください。

献血日：11 月 20 日（月）

役場砥用庁舎

９時 30 分～ 11 時 30 分

12 時 30 分～ 15 時 30 分

主催：砥用ライオンズクラブ

献血のおねがい

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
（
平
成
29
年
10
月
１
日

か
ら
）

時
間
額　

７
３
７
円

　

正
社
員
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
嘱
託
な
ど
の
雇
用

形
態
や
呼
称
に
か
か
わ
ら
ず
、
県

内
全
て
の
事
業
所
と
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

問
合
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

条例、規則、その他の規程の公布、公表について紹介します

公布・公表日 名称 所管課

平成 29 年９月 13 日
農村地域工業等導入促進法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例

総務課

平成 29 年９月 13 日 美里町税特別措置条例の一部を改正する条例 税務課

平成 29 年９月 29 日 美里町土砂災害特別警戒区域内の被災住宅再建支援事業補助金交付要綱 建設課

み
ん
な
で
守
ろ
う
、
飼
い
主
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

　

飼
い
主
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
ペ
ッ
ト
の
命
に
責
任
を
持
つ

と
い
う
こ
と
で
す
。
迷
子
に
な
ら

な
い
よ
う
に
ペ
ッ
ト
に
は
首
輪
や

迷
子
札
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

病
気
の
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

飼
っ
て
い
る
動
物
が
増
え
す
ぎ
て

周
り
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
ペ
ッ
ト
の
鳴
き

声
や
臭
い
、
排
泄
物
な
ど
、
日
頃

か
ら
周
囲
の
方
へ
の
配
慮
を
心
掛

け
あ
な
た
の
ペ
ッ
ト
が
地
域
の

方
々
へ
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
飼

い
主
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
先

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

第
77
回
科
学
展
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
県
内
子
ど
も
た
ち
５
万

人
以
上
が
取
り
組
ん
だ
科
学
研

究
物
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
約

１
２
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
展

示
期
間
中
の
土
日
は
、
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
も
併
せ
て
開
催
。
４
日

（
土
）
は
く
ま
モ
ン
が
登
場
し
ま

す
。

期
日

　

11
月
４
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）

　

９
時
〜
17
時

※
12
日
（
日
）
は
15
時
ま
で

会
場

　

熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

問
合
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２
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桜
と
も
み
じ
の
名
所
を
つ
く
ろ
う
！

町
花
・
町
木
寄
付
金
大
募
集
！

町
の

町

花
・

町

木

で

あ

る

「
桜
」
と
「
も
み
じ
」
を
、

町
全
体
に
植
栽
し
、
桜
と
も
み
じ

の
名
所
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
が
誇
れ
る
郷
土
の
実
現

と
、
寄
付
を
通
じ
て
住
民
参
加
型

の
地
域
づ
く
り
と
、
苗
木
と
植
栽

の
財
源
に
充
て
る
た
め
寄
付
金
を

募
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

寄付金の募集期間

　随時受け付けます。

寄付金の額

　１，０００円／１口

　※個人・団体とも同額です。

　※何口でも結構です。

寄付金のお申し込み

　役場砥用庁舎、中央庁舎および東部出

張所に備え付けの「寄付金申込書」に必

要事項を記入のうえ、役場林務観光課ま

で持参または郵送してください。申込を

受け付けた後、納付書を交付しますので、

役場か指定の金融機関でお支払ください。
問合先

林務観光課観光商工係

☎４７‐１１１２（直通）

町
花
・
町
木
寄
付
金
は
税
制
上
で

優
遇
措
置
さ
れ
ま
す

　

こ
の
寄
付
金
は
、
所
得
税
法
上

の
寄
付
金
控
除
（
２
千
円
以
上
が

対
象
）
、
法
人
税
法
上
の
全
額
損

金
算
入
と
し
て
税
法
上
の
優
遇

措
置
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

　本町において、平成 27 年 12 月に堅志田交換局の一部、本年９月に砥用交換局がサービス提供開始となり、

本年度末には町内全域において光ブロードバンドのサービスが開始される予定となっています。（一部の地

域において、道路事情の影響でサービス開始が遅れる地域がございます。）

　光回線とは光ファイバーケーブルを使って通信を行う回線のことで、電気信号を光に変えて伝達が可能

となるため、電磁波の影響を受けず大容量のデータを長距離に渡って伝送できます。光回線を使用したイ

ンターネットへ接続する最大のメリットは、高速通信ができ、従来の固定電話の回線を利用したＡＤＳＬ

回線とは違い、収容局からの距離によって速度が左右されることがないため、動画やオンラインゲーム等

も安定した通信が可能です。また、インターネットサービス以外にも光電話や映像サービスなどもご利用

いただけます。

　光インターネットサービスの利用が便利になる一方、電話勧誘などのトラブルの発生が懸念されます。

安心して利用できるよう下記の注意点に気をつけましょう。ただし、インターネットを利用しないご家庭

においては、すでに設置してある固定電話を光電話に変更した場合、電話の利用料が高額になる場合があ

りますのでご注意ください。

ポイント

①すぐに契約をしない。

②あいまいな返事をしない。不要な勧誘はきっぱりと断る。

③会社名などの相手の情報を確認する。

④勧誘員の言うままにパソコンを操作しない。

⑤家族や公的機関などに相談する。

　もし、契約後に解約したいと思ったら…

　初期契約解除により、契約直後の一定の

期間であれば、利用者の都合のみで契約を

解除することが出来ます。相談機関や事業

者にすぐ確認しましょう。

【電気通信サービスに関する相談窓口】

①総務省電気通信消費者相談センター　☎ 096-326-7862（電気通信事業課）

　（受付時間：平日９時 30 分～ 12 時、13 時～ 17 時）

②一般社団法人 電気通信事業者協会相談窓口　☎ 03-4555-4124　（受付時間：月～金曜日　10 時～ 17 時）

光インターネットサービスの

メリットとサービストラブルについて
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美里町の魅力をＰＲする

2018年
壁掛けカレンダーを

作成します！

■仕様
　上面が美里町観光スポットの写真、下面が暦の定番デザイン

■サイズ
　見開き時 : Ａ２サイズ (12 か月分 )

　折畳み時 : Ａ３サイズ (28 ページ )

■掲載内容
　○ インスタ・ＳＮＳ映えする撮影ポイントの紹介

　○ 美里町観光スポット写真の掲載

　○ 観光ルート、モデルコースの紹介

■購入申込期間
　11 月 1 日 ( 水 ) から 11 月 30 日 ( 木 ) まで

■価格　一部：１, ５００円

■募集数量　２００部

■申し込み方法　
　美里町役場林務観光課まで、電話 ( ☎ 47-1112) にてご連絡い

　ただくか、メール (rinmukankou@misato.kumamoto.jp) に、購

　入希望者の (1) 住所 (2) 希望送付先 (3) 氏名 (4) 連絡先・電話番

　号 (5) 希望部数を記載のうえ、お申込みください。申込みを受

　け付けた後、納付書を郵送しますので、役場又は指定金融機関

　でお支払ください。

■引き渡し方法
　入金を確認後、12 月 11 日 ( 月 ) から順次、希望送付先に送付

　いたします。

見  本

■ 2018 年美里町観光壁掛けカレンダーに関する問合先
　〒 861-4732
　熊本県下益城郡美里町三和 420 番地

　美里町役場林務観光課（砥用庁舎）

　☎ 0964‐47‐1112（直通）

　℻ 0964‐47‐0110

購入を希望される方は下記の方法により
お申込みください。

ぜひ

 お申し込み

ください！

見  本

町内店舗で使える

クーポン付！
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表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
・
50

音
順
）

石
井
忠
雄
・
キ
サ
ヱ　

(

安　

部)

伊
津
野
義
昭
・
洋
子　

(

岩　

下)

井
上　

昌
三
・
紀
子　

(

畝　

野)

岩
﨑　

忠
義
・
賴
子　

(

畝　

野)

上
野　

一
・
津
八
子　

(

涌　

井)

上
村　

敎

・
榮　
　

(

津　

留)

大
野
一
朗
・
ヒ
ト
ミ　

(

名
越
谷)

岡
崎　

良
一
・
文
子　

(

三　

和)

川
田　

正
人
・
德
子　

(

甲
佐
平)

木
村　

憲
義
・
友
美　

(

土　

喰)

工
藤
英
治
・
マ
サ
ヱ　

(

清　

水
）

栗
原
竟
造
・
レ
イ
子　

(

坂　

貫)

坂
尻
秀
男
・
瑠
美
子　

(

畝　

野)

杉
浦　

一
吉
・
道
代　

(

白
石
野)

立
道　

新
也
・
和
子　

(

涌　

井)

津
田
國
夫
・
ト
モ
ヱ　

(

清　

水)

鶴
山
征
史
郎
・
美
重
子(

遠　

野)

戸
上　

洋
・
鈴
代　
　

(

涌　

井)

中
村　

義
輝
・
博
子　

(

大
沢
水)

野
田
美
利
・
智
惠
子　

(

大
井
早)

平
野　

孝
二
・
弘
子　

(

栗　

崎)

福
田　

俊
昭
・
勝
江　

( 　

中 　

)
藤
川
正
勝
・
セ
イ
子　

(

洞　

岳)
藤
本
紀
征
・
眞
志
子　

(

小　

筵)

前
田　

又
男
・
雅
子　

(

堅
志
田)

松
村
勇
次
・
マ
ツ
子　

(

萱　

野)

松
本　

市
雄
・
富
子　

(

中　

郡)

松
本　

公
男
・
純
子　

(

古　

閑)

宮
岡
清
則
・
ア
ケ
ミ　

(

古　

閑)

村
川　

正
則
・
博
子　

(

坂　

貫)

山
中　

政
次
・
菊
代　

(

大
井
早)

山
本　

洋
・
節
子　
　

(

白
石
野)

吉
住　

之
・
淳
子　

(

土　

喰)

吉
田
幹
夫
・
マ
チ
子　

(

涌　

井)

吉
本　

洋
一
・
靖
子　

(

石　

野)

渡
邊　

正
孝
・
征
子　

(

萱　

野)

渡
邊
富
義
・
喜
久
子　

(

岩　

下)

　

昭
和
42
年
に
結
婚
さ
れ
た
37

組
の
夫
婦
が
そ
ろ
っ
て
金
婚
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
（
金
）
、
美
里
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ
び
き
」

に
て
熊
本
日
日
新
聞
社
金
婚
夫

婦
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
熊
本
日

日
新
聞
社
と
町
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金

婚
夫
婦
を
代
表
し
て
立
道
新
也

さ
ん
・
和
子
さ
ん(

涌
井)

が

「
こ
れ
か
ら
も
互
い
に
思
い
や

り
、
元
気
で
楽
し
い
余
生
を
送
り

た
い
。
」
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

熊日

金婚夫婦
表彰伝達式

苦楽をともに 50年

�� 広報みさと 2017.11
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文化交流センターひびきでの催し物ご案内

問合先　美里町文化交流センターひびき　☎４８‐８３３３

日　時 行事名 対象者 内　容 携行品等

12 日（日）
7:30~11:00 受付

特定健康診査
（要予約）

国保加入者で今年
度特定健康診査を

受けていない方

体格検査、血圧測定、血液検査、

尿検査、心電図検査

・健康保険証
・問診票
・健診料金
予約先：健康窓口課

13 日（月）
13:00 ～ 13:15

１歳半・３歳健診
平成 28 年 4 月生と

平成 26 年 7 月生
計測、問診・内科診察・歯科診察・フッ

素塗布・歯科・保健・栄養指導　他

・母子健康手帳　
・問診票
・歯ブラシ

13 日（月）
13:45 ～ 14:00

４ヶ月・７ヶ月健診
平成 29 年 7 月生と

平成 29 年 4 月生
内科診察、栄養、歯科、保健指導、

他

・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

14 日（火）
9:00~9:15

１歳相談 平成 28 年 11 月生 栄養・歯科・保健指導　他
・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

14 日（火）
28 日（火）

10:00

母子健康手帳交付
（要予約）

妊婦
手帳交付、歯科・保健・栄養指導、

相談　他

・印鑑
・個人番号カード

（または通知カード）
・本人確認書類

（運転免許証等）

14 日（火）
28 日（火）

10:30 ～ 11:30

生活習慣病予防
健康相談（要予約）

一般住民
血圧測定、体格・尿・血糖検査、

健康・歯科相談　他
・健康手帳
予約先：健康窓口課

15 日（水）
13:00 ～ 13:15

５歳歯科健診
平成 24 年 6 月～

11 月生

計測、歯科診察、歯科・栄養・保健
指導、療育・発達相談、フッ素塗布 
他

・母子健康手帳
・問診票
・歯ブラシ

28 日（火）
9:00 ～ 9:15

10 ヶ月相談 平成 29 年 1 月生 栄養・歯科・保健指導　他
・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

会場：湯の香苑月の健康カレンダー11

● ホール催し物

・ 11 月１日（水）　　　教育の日 講演会

・ 11 月３日（金・祝）　美里町文化祭　　

・ 11 月４日（土）　  ピアノ発表会

・ 11 月 19 日（日）　ひびき♪ピアノの日

・ 11 月 25 日（土）　ゆきぞの学園音楽会

● コミュニティホール展示

・10 月 27 日（金）～ 11 月３日（金・祝）　美里町文化祭

・11 月 23 日（木・祝）～ 11 月 30 日（木）　いきいき上永富協議会　ミニ文化祭

● イベント

○ひびき♪ピアノの日

【日時】11 月 19 日（日）　12：30 開場　13：00 開演

世界で有名なスタインウェイピアノを演奏・鑑賞できる当イベント、今年で８回目になります。

現在、出演者を募集中です！当日は、どなたでも自由に鑑賞できますので、出演者・ゲストピアニストのすばらしい

音色をお楽しみください。（出演参加費：2,000 円）

○スタインウェイピアノ体験会

【日時】11 月 12 日（日）、17 日（金）、18 日（土）

スタインウェイピアノを気軽に弾いてみたいという方に、特別料金で体験ができます。

発表会の練習などにもおすすめです。（体験料：15 分 500 円～１時間 2,000 円）

● 図書館からの新刊・オススメ本情報

【秋の食特集】

・男子ごはんの本　その９　・ひと皿の小説案内　主人公たちが食べた 50 の食事　・BRUTUS　最高のおやつ　
・好きよ喫茶店　・愛と憎しみを込めた旦那への猟奇的弁当　・おしゃ修行　
・もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら　・それなりに稼げてストレスフリーならそれがいいのだ
・「才能」が見つからないまま大人になってしまった君へ　・伊藤君 Ａ to Ｅ　・真ん中の子どもたち
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・年金手帳　・印鑑　・本人確認ができるもの（免許証等）

日本年金機構出張相談所開設日程

※代理人が相談に行かれる際は、委任状など、別途持参していただくものが必要となります。予約の際にお尋ねください。

相談の際にお持ちいただくもの

問合先　熊本東年金事務所 ☎０９６- ３６７- ２５０３　役場住民課保険年金係☎４６- ２１１３

保険年金だより知って得する

国民年金保険料は、所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、

社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成 29 年 1 月から 12 月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追納

された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様）の負担すべき国民年金保険料を支払っている

場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成 29 年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるため

には、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する

書類の添付が必要となります。

　このため、平成 29 年１月 1 日から９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された

方には、11 月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が

送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してくださ

い。（平成 29 年 10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を

納められた方へは、翌年の 2 月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん、不慮の事故など万一のときにも心強

い味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。

◆ 納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

【日時・場所】11 月  ２ 日（木）10 時～ 15 時 宇土市保健センター

【日時・場所】11 月  ７ 日（火）10 時～ 15 時 宇城市役所 ( 豊野支所 )

【日時・場所】11 月 16 日（木）10 時～ 15 時 宇土市保健センター

【日時・場所】11 月 21 日（火）10 時～ 15 時 宇城市役所 ( 豊野支所 )

☆厚生年金や国民年金の裁定請求等の相談もできます。
☆相談には上記年金事務所へ事前の予約が必要です。

◆ 11 月 30 日（いいみらい）は「年金の日」です！

年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計に

ついて考えてみませんか。

　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金

記録を確認できるほか、将来の年金受給見込額について、ご自身

の年金記録を基に様々なパターンの試算をすることもできます。

　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページで

ご確認いただくか、熊本東年金事務所にお問い合わせください。
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No.155

広げよう福祉の輪を

社協
だより

　

10
月
２
日
（
月
）
か
ら
６
日
（
金
）

ま
で
の
５
日
間
に
わ
た
っ
て
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
本
所
と
中
央
支
所
に

分
か
れ
て
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す

が
、
こ
の
５
日
間
は
美
里
町
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
利
用
者
全
員
が

集
合
し
、
ゲ
ー
ム
に
興
じ
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
交
流

宇
土
法
人
会

中
央
支
部
か
ら
寄
付

　

９
月
22
日
（
金
）
、
宇
土
市
法

人
会
中
央
支
部
の
本
山
公
政
支
部

長
（
写
真
中
央
）
と
長
野
照
明
副

支
部
長
（
写
真
右
）
か
ら
、
福
祉

増
進
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
ゴ

ル
フ
大
会
の
参
加
者
か
ら
集
め
た

募
金
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
本

会
で
行
っ
て
い
る
地
域
福
祉
推
進

事
業
の
貴
重
な
財
源
の
一
部
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

大
学
生
が
お
手
伝
い

学
園
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

12
月
３
日
（
日
）
、
熊
本
学
園

大
学
社
会
福
祉
学
部
の
１
年
生
お

よ
そ
80
名
が
美
里
町
の
高
齢
者
や

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
の

お
宅
で
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
熊
本
学
園
大
学

社
会
福
祉
学
部
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
、

普
段
机
上
で
勉
強
し
て
い
る
学
生

が
、
実
際
に
地
域
に
出
て
お
年
寄

り
や
障
が
い
者
等
の
生
活
に
触
れ

理
解
を
深
め
る
狙
い
が
あ
り
ま

す
。
平
成
24
年
度
か
ら
続
い
て
お

り
、
今
年
が
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
及
び
先
生
は
、
前
日
の
土

曜
日
か
ら
美
里
町
に
入
り
、
美
里

町
の
福
祉
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
守
田
毅
会
長
）
や
食
生
活
改
善

推
進
員
協
議
会
（
井
上
紀
子
会
長
）

か
ら
講
義
を
受
け
、
当
日
に
備
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
訪
問
す
る
お
宅
で
一

緒
に
昼
食
を
取
り
ま
す
の
で
、
食

事
作
り
の
班
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お

手
伝
い
（
窓
ふ
き
等
）
を
す
る
班

に
分
か
れ
、
町
内
の
受
け
入
れ
世

帯
へ
出
向
き
、
そ
こ
で
普
段
の
生

活
や
困
り
ご
と
、
今
ま
で
の
生
活

歴
な
ど
を
伺
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

高
齢
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
で
は

自
分
の
孫
み
た
い
な
大
学
生
が
お

話
を
伺
っ
た
り
、
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
一
緒
に
食
事
を
取
っ
た
り

し
ま
す
の
で
、
毎
年
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

大
学
生
を
受
け
入
れ
て
も
い
い

よ
と
い
う
世
帯
は
、
次
に
よ
り
申

し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活
動
日　

12
月
３
日
（
日
）

　

前
日
の
土
曜
日
に
下
見
が
て
ら

ご
挨
拶
に
伺
い
ま
す
。

活
動
時
間　

９
時
〜
13
時

活

動

内

容　

お

話

を

伺

う
、

ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
を
す

る
、
い
っ
し
ょ
に
昼
食
（
お
弁
当
）

を
食
べ
る
。

受
入
世
帯
の
条
件

　

高
齢
の
一
人
暮
ら
し
、
二
人
暮

ら
し
世
帯
、
障
が
い
者
が
い
る
世

帯
、
幼
児
が
い
る
世
帯

費
用　

不
要

そ
の
他　

お
弁
当
は
学
生
が
持
参

し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
４
７
‐
０
０
６
５

締
切　

11
月
16
日
（
木
）
ま
で

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
の

仲
間
入
り

　

９
月
21
日
（
木
）
、
美
里
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
の
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
会
（
実
習
）
が
あ
り
、

去
る
７
月
26
日
、
宇
城
市
役
所
で

の
養
成
講
習
（
講
義
）
を
受
講
し

て
い
た
11
人
が
新
た
に
シ
ル
バ
ー

ヘ
ル
パ
ー
の
仲
間
入
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

11
人
は
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
先
輩
ヘ
ル
パ
ー
と
い
っ
し
ょ

に
、
地
域
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
病
弱
者
な
ど
の
見
守
り
や
安
否

確
認
な
ど
の
友
愛
訪
問
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
左
記

に
新
し
く
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
と

な
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

敬
称
略
。

馬
場
ク
ラ
ブ　
　
　

藤
本　

茂　

　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本　

照
美

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
か
え
子

萱
野
ク
ラ
ブ　
　
　

西
永　

濱
子

　
　
　
　
　
　
　
　

富
永
久
美
子

名
越
谷
福
寿
会　
　

瀧
森　

ア
イ

原
町
長
寿
会　
　
　

米
村
エ
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　

河
田　

キ
ヌ

三
和
水
仙
ク
ラ
ブ　

平
野
ト
キ
ヨ

畝
野
老
寿
会　
　
　

三
浦
志
津
子

　
　
　
　
　
　
　
　

駒
田　

都　

　

な
お
、
講
習
会
で
の
講
義
、
実

習
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

①
講
義
（
宇
城
市
役
所
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

　

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
の
心
構
え

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

②
実
習
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

活
動
ビ
デ
オ
上
映

　

友
愛
訪
問
活
動
に
つ
い
て

　

車
い
す
の
使
い
方

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
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各
種
相
談
の
ご
案
内

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
や
機
関
の
協
力
を
得

て
、
心
配
ご
と
相
談
、
障
が
い
者

相
談
、
も
の
忘
れ
相
談
を
定
期
的

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

11月の行事予定

介護者のつどい　　　　　　　  （９日）

障がい者相談会　　　　　　　 （11 日）

障がい者相談会定例会　　　　 （13 日）

心配ごと（住民）相談　　　　　 （14 日）

熊本県ボランティアフェスティバル天草
　　　　　　　　　　　  （18 日～ 19 日）

もの忘れ相談会 　　　　　　　   (21 日）

心配ごと（住民）相談　　　　　   （28 日）

香
典
返
し
の
お
礼　９

月
受
付
分

岩　

野　
　
　

松
本　

健
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ひ
さ
子
様

熊
本
市
東
区
石
原

　
　
　
　
　
　

宮
岡
智
恵
子
さ
ん

　
　

亡
山
本
敬
成
様
（
長
尾
野
）

川　

越　
　
　

小
堀　

和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡
喜
讀
裕
一
様

熊
本
市
東
区
東
京
塚

石
阪　

千
里
さ
ん

　
　

亡
西
野
ミ
ツ
ヨ
様
（
馬
場
）

中　

郡　
　
　

田
上　

子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

卓　

様

安　

部　
　
　

西
村　

春
喜
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
沙
由
起
様

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

金
一
封

宇
土
法
人
会
中
央
支
部
（
本
山
公

政
支
部
長
）　
　
　
　
　

 

金
一
封

寄
付
お
礼

払　

川　
　
　

村
上　

富
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

榮　

様

栗　

崎　
　
　

松
永　

光
博
さ
ん

　
　
　

 

　
　
　
　

 

亡
ミ
ド
リ
様

堅
志
田　
　
　

丸
山
登
志
子
さ
ん

亡
賢
治
郎
様

認
知
症
の
人
を
支
え
る

家
族
の
つ
ど
い

　

美
里
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
偶
数
月
の
第
２
水
曜

日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
ま
で
「
認
知
症
の
人
を
支
え
る

家
族
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い

　

い
ず
れ
の
相
談
も
、
利
用
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
会
の
日
時
、

場
所
、
相
談
内
容
等
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

ま
す
。
場
所
は
、
美
里
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
和
室
で
す
。

　

認
知
症
の
家
族
を
介
護
を
し
て

い
る
方
や
、
以
前
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
た
方
が
対
象
で
、
情

報
交
換
や
お
話
会
と
い
う
内
容

で
、
堅
苦
し
い
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
今
年
度
は
、
残
り
２
回
の

開
催
予
定
で
12
月
13
日
と
２
月
14

日
と
な
り
ま
す
。
送
迎
も
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
そ
の
旨
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
せ
は
、
美
里
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
７
‐

７
０
０
５
）
ま
で
。

名称 心配ごと相談 障がい者相談 もの忘れ相談

期
日

毎月第２火曜日

および第４火曜日
毎月第２土曜日 毎月第３火曜日

時
間

午前 10 時から正午 午後１時から午後３時 午前 10 時から正午

場
所

・第２火曜日は老人福祉
   センター

・第４火曜日は湯の香苑

みんなの家と湯の香苑の

２箇所

・奇数月は老人福祉セン

ター

・偶数月は湯の香苑

相
談
員

民生委員児童委員

人権擁護委員

行政相談委員

町内障がい関係事業所

相談員

地域包括支援センター

相談員

精神保健福祉士

認知症ケア専門員

地域包括支援センター

相談員

相
談
内
容

生活全般に関する悩み

ごとや心配ごと。

障がいをお持ちの方（そ

の家族・保護者）の生

活上の悩みや心配ごと。

障がい福祉サービスの

助言。相談まではいか

ないが、話だけでも聞

いてほしい方（その家

族・保護者）も可。

認知症（物忘れ含）に

関すること。受診拒否

や受診方法がわからな

い方の病院受診（初診）

に向けた相談。介護及

び 支 援 に 関 す る 相 談。

介護者の心のケア。認

知症の正しい理解に関

する相談。

美里町社会福祉協議会の相談会一覧
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����
12 月号掲載作品の締め切りは 11 月 10 日（金）必着です。
※投稿・投句は毎月１人につき１つです。
※紙面の都合により、応募多数の場合は掲載できない場合があります。 

はちす保育園内
☎ 47-2261

６（月） 親子運動　バランスボール
★子育て通信発行（毎月）

★子育て広場（センター室・園庭開放）

　毎週㈪～㈮　９時～ 14 時

★育児・健康相談（電話・面接相談）

　毎週㈪～㈯祝祭日を除く９時 30 分～ 16 時 30 分

　※準備の都合上、事前にお問い合わせください。

16（木） ベビーマッサージ

21（火）
７・８・９・10・11 月生まれ
お誕生会

28（火） 親子で健康　トランポリン

青空保育園内

☎ 46-2909

２（木）
ヘルスメイトさんによる
食育クッキング

★そよかぜ広場（センター園・園庭開放）

　毎週 ㈪～㈮　10 時～ 16 時

★育児相談 ９時 30 分～ 16 時

　毎週 ㈪～㈯　祝祭日を除く

★あおぞら通信発行

★家庭訪問

10（金） 秋のピクニック

17（金）
８・９・10・11 月
合同誕生会

◆
俳　

句
◆

デ
イ
帰
り
今
日
も
別
れ
の
秋
の
風吉

島
サ
ツ
子

季
節
毎
募
金
の
羽
根
の
色
の
増
え遠

山　

勝　

ア
チ
コ
チ
に
キ
レ
イ
に
咲
い
た
彼
岸
花

東
田　

信
男

ひ
と
ひ
ら
の
紅
葉
出
湯
の
し
じ
ま
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
読　

愛
子

道
問
え
ば
畠
の
ひ
ま
わ
り
返
事
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
川　

義
光

向
日
葵
の
笑
顔
に
私
も
元
気
で
す磯

谷
久
仁
子

向
日
葵
や
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井　

裕
子

向
日
葵
や
ゴ
ッ
ホ
の
ひ
ま
わ
り
ま
だ
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
原
き
よ
み

向
日
葵
の
自
由
奔
放
い
さ
ぎ
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
瀬
は
る
み

人
が
来
て
瞳
を
開
く
大
向
日
葵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

邦
子

大
向
日
葵
の
無
数
の
命
を
仰
ぎ
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
村　

逸
子

ひ
ま
わ
り
に
秘
め
た
る
村
の
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

育
代

万
と
い
う
向
日
葵
咲
か
せ
て
村
お
こ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

昭
夫

向
日
葵
や
玉
の
雫
を
光
ら
せ
て

今
田　

幸
子

私
幸
せ
朝
夕
向
日
葵
に
迎
え
ら
れ
る

早
田　

和
子

無
花
果
を
捥
ぐ
手
に
伝
ふ
雨
し
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
田　

克
己

満
月
や
棚
田
に
光
る
し
し
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

保
子

峡
の
村
棚
田
に
重
き
稲
穂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
成
眞
美
子

赤
蜻
蛉
風
に
色
づ
く
棚
田
径

　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

敬
司

湯
に
浸
り
潮
騒
を
聞
く
九
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
ま
ゆ
み

絵
手
紙
を
抜
け
出
す
ほ
ど
に
曼
殊
沙
華

　
　
　
　
　
　

宮
田　

里
美

窓
越
に
良
夜
の
芒
誘
い
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
ク
ニ
子

◆
短　

歌
◆

夏
草
に
か
く
れ
咲
き
た
る
花
一
り
ん

　
　

名
さ
え
知
ら
ず
に
花
自
引
き
見
る

服
部　

文
雄

夏
過
ぎ
て
秋
に
二
度
咲
き
ダ
リ
ア
花

　
　

優
雅
に
咲
き
て
あ
き
ず
眺
む
る

田
代　

昭
子

老
い
た
る
も
作
る
野
菜
の
た
の
し
み
で

　
　

眺
め
摘
み
取
る
秋
の
夕
暮
れ渡

邊
こ
ず
え

◆
肥
後
狂
句
◆

ボ
ー
ッ
と
し
て　

診
察
券
で
下
ろ
す
金

お
て
も

ボ
ー
ッ
と
し
て　

魚
は
炭
に
し
に
ゃ
ァ
と
る千

鶴

ボ
ー
ッ
と
し
て　

医
者
の
告
知
が
聞
こ
え
な
い

砥
用
あ
き
ら

ボ
ー
ッ
と
し
て　

夜
露
に
濡
れ
た
客
布
団

馬
場
け
ん
子

ボ
ー
ッ
と
し
て　

ヘ
ソ
ク
リ
場
所
も
忘
れ
と
る

主
水

ボ
ー
ッ
と
し
て　

今
日
は
何
日
か
わ
か
ら
な
い

や
ま
の
か
み

（毎月慣行）｝

※日程・内容は変更になることがあります。準備の都合上、事前にお問合せください。������������ � � ���
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先月の後期高齢者医療費は

２億 2,801 万 1,655 円でした。

対象者は 2,642 人です。

介護後期高齢者医療

先月の介護給付費は

１億 3,486 万 5,029 円でした。

認定者は 872 人です。

先月の医療費（国保）は

8,200 万 7,446 円でした。

被保険者は 2,827 人です。

国保

11 月の在宅輪番医

５日
たのうえ胃腸科クリニック（美里町）                   ☎ 46‐6032

荒瀬病院（甲佐町）                                       ☎ 096‐234‐1161

12 日
狩場医院（宇城市）                                                    ☎ 45‐2017

谷田病院（甲佐町）                                       ☎ 096‐234‐1248

19 日
間部病院（美里町）                                                    ☎ 47‐0032

甲佐眼科クリニック ( 甲佐町 )                  ☎ 096‐235-5600

26 日
美里リハビリテーション病院（美里町）              ☎ 48‐0211

荒瀬病院（甲佐町）                                       ☎ 096‐234‐1161  

11 月の住民相談

日時 場所

14 日（火）　10：00 ～ 12：00 老人福祉センター

28 日（火）　10：00 ～ 12：00 湯の香苑

戸 籍 の 窓 口
（敬称略）

９月届出分

先月のこども医療費は

総額 848 万 7,940 円のうち、

町負担額 211 万 5,725 円でした。

被保険者は 1,193 人です。

こども

先月の医療費 ･ 介護給付費（町負担分のみ）

かわいいうぶごえ

出生日 氏名 住所 父 母

９月   ２日 上村　衣
い と

采 （甲佐平） 弥 真奈美

９月 12 日 瀬戸　麻
あ さ と

斗 （中小路） 照義 里美

９月 19 日 下田　紗
さ ら ら

樂 （栗崎） 朋浩 知代

おくやみ申し上げます

死亡日 氏名 享年 住所

９月   １日 山本　敬成 （101） 長尾野

９月   ４日 喜讀　裕一 （67） 甲佐平

９月   ７日 船原　春次 （90） 佐俣

９月   ８日 田上　卓 （87） 中郡

９月   ９日 栗塚　直子 （85） 原町

９月 12 日 坂田　憲一 （77） 川越

９月 18 日 松永ミドリ （99） 栗崎

９月 25 日 堂山須麿子 （64） 堅志田

９月 29 日 久具山リツ子 （84） 津留

美里町地域おこし協力隊　守田 隆充

協力隊日記 vol.16

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
守
田
で
す
。

　

私
が
千
葉
市
か
ら
美
里
町
に
移
住

し
、
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
２
年
近

く
経
ち
ま
し
た
。
私
の
活
動
の
中
心
は
、

前
回
の
コ
ラ
ム
で
も
書
き
ま
し
た
よ
う

に
地
域
団
体
が
運
営
す
る
物
産
館
を
拠

点
に
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

通
じ
て
つ
な
が
り
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
以
外
で
も
隊
員
終
了
後

を
見
据
え
て
美
里
町
に
定
住
し
、
何
か

の
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
な
い
か
。

そ
の
こ
と
が
自
分
の
存
在
意
義
を
見
出

す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

の
思
い
を
抱
き
つ
つ
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
人
た
ち
と
積
極
的
に
交
流
し
親

交
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
が
年
内
に
実
現
す
る
見
通

し
に
な
り
、
私
は
、
11
月
末
の
隊
員
終

了
を
も
っ
て
フ
ッ
ト
パ
ス
研
究
所
に
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

隊
員
と
し
て
の
最
後
の
活
動
は
、
開

館
５
周
年
記
念
感
謝
祭
と
し
て
の
マ
ル

シ
ェ
を
成
功
さ
せ
、
将
来
の
経
済
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
協
力
隊
で
得
ら
れ
た

地
域
住
民
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
や
人

脈
を
活
か
し
な
が
ら
交
流
人
口
を
増
や

す
た
め
の
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

末永くお幸せに

夫 住所
（前住所）

妻 住所
（前住所）

幸　大輔 （熊本市）（木田）真由美 中郡
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シモダ印刷　様

背景色はおまかせします。

「
や
き
ざ
か
な
の
の
ろ
い
」

　お
寿
司
は
子
ど
も
達
の
大
人
気
。

　で
も
、
同
じ
魚
を
使
っ
た
料
理
な
の
に

「
焼
き
魚
」
は
子
ど
も
達
に
は
不
人
気
の
様

で
す
。
「
骨
が
あ
っ
て
食
べ
に
く
い
し
に
が

い
か
ら
で
す
」
「
き
ら
わ
な
い
で
く
れ
〜

ち
ゃ
ん
と
た
べ
て
く
れ
〜
」
と
‼
キ
リ
リ

と
引
き
締
ま
っ
た
眉
と
ま
っ
す
ぐ
な
瞳
は

「
焼
き
魚
を
食
べ
て
ほ
し
い
！
」
と
い
う
一

途
な
思
い
を
十
二
分
に
感
じ
る
事
が
出
来

ま
す
。

　読
み
終
わ
っ
た
後
に
魚
の
焼
け
る
香
ば

し
い
匂
い
が
鼻
の
奥
を
く
す
ぐ
り
、
焼
き

魚
が
食
べ
た
く
な
る
絵
本
で
す
。

　今
夜
の
食
卓
に
は
♪
焼
き
魚
が
好
き
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は…

絵
本
の
へ
や

　霍
本

　輝
子

作

　
　塚
本
や
す
し

出
版

　ポ
プ
ラ
社

澤田　弥優ちゃん（坂貫）
み う

平成28年11月7日生 ㊛

吉村　比呂くん（今）
ひ ろ

パパ　洋　一　さん

ママ　麻　美　 さん

パパ　和　也　さん

ママ　真名美　 さん

平成28年11月6日生 ㊚

お姉ちゃん大好き。

いっぱい遊んでね。

お姉ちゃん大好き。

いっぱい遊ぼうね。

迫川　至くん（栗崎）
いたる

パパ　大　輔　さん

ママ　ひとみ　 さん

平成28年11月10日生 ㊚

歩お兄ちゃんに負けないくらい

元気にたくましく育ってね♥

▼
２
、
３
ペ
ー
ジ

で
特
集
し
て
い
ま

す
が
、
美
里
町
民

体
育
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
当

に
10
月
な
の
か
疑
う
程
の
暑
さ
で
し
た

ね
〜
。
み
な
さ
ん
熱
中
症
と
日
焼
け
対

策
は
大
丈
夫
で
し
た
か
？
日
焼
け
で
顔

が
真
っ
赤
に
な
っ
た
役
員
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
秋
と
い
え
ば

「
読
書
の
秋
」
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
、「
芸

術
の
秋
」
と
様
々
な
「
秋
」
が
あ
り
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
「
秋
」
を

過
ご
し
ま
す
か
？
私
は
断
然
「
食
欲
の

秋
」
で
す
。
秋
は
お
い
し
い
も
の
が
多

く
て
誘
惑
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね

〜
。
食
べ
た
ら
運
動･

･
･

と
い
う
こ
と

で
、
11
月
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
に
ピ
ッ

タ
リ
な
イ
ベ
ン
ト
「
ア
タ
ッ
ク
・
ザ
・

日
本
一
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
！
登
る
も

よ
し
、
応
援
す
る
も
よ
し
、
ぜ
ひ
会
場

へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ぞ
れ
素
敵
な
「
秋
」
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！
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4,259世帯
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